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９
月
12
日
、
邑
楽
南
中
学
校
で
第
26
回
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
生
徒
た
ち
は
、
日
ご
ろ
か
ら
練
習
し
て

き
た
応
援
ダ
ン
ス
や
２
人
３
脚
走
、
綱
引
き
、
騎
馬
戦
な
ど
の
競
技

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。（
写
真
は
、
全
員
リ
レ
ー
）松本古墳の謎に迫る
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太
田
市
に
あ
る
天て

ん
じ
ん
や
ま

神
山
古
墳
や
女に

ょ

体た
い

山さ
ん

古
墳

と
い
っ
た
巨
大
な
古
墳
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

や
、
発
掘
さ
れ
た
出
土
品
の
形
状
か
ら
、
こ
の

地
方
に
も
身
分
の
高
い
豪ご

う
ぞ
く族
が
お
り
、
畿き

内な
い

を

根
拠
と
す
る
大や

ま

和と

朝ち
ょ
う
て
い
廷
と
強
い
つ
な
が
り
が

あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
期
は
大
和
朝
廷
が
国
内

を
統
一
し
た
時
期
に
あ
た
り
、
そ
の
勢
力
圏
が

南
は
九
州
か
ら
北
は
東
北
地
方
の
一
部
ま
で
及

ん
で
い
た
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
国
内
統
一

し
て
い
く
基
盤
は
、
弥
生
時
代
以
降
の
稲
作
農

業
な
ど
の
発
展
・
農
具
の
鉄
製
品
化
・
土
木
技

術
の
向
上
な
ど
、
複
雑
な
要
素
を
含
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
も
た
ら
さ
れ
た
農
地
の
拡
大
・

生
産
の
増
大
・
社
会
的
人
間
関
係
の
変
化
は
身

分
の
差
と
し
て
増
大
し
、
支
配
者
、
被
支
配
者

と
い
う
関
係
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
支
配
者
が

古
墳
に
葬
ら
れ
た
の
で
す
。　

　

大
和
朝
廷
の
支
配
者
が
、
そ
の
支
配
力
を
示

す
た
め
に
作
っ
た
初
期
の
古
墳
は
、
後
に
地
方

の
豪
族
に
も
及
び
、
四
世
紀
に
は
畿
内
か
ら
四

方
へ
と
広
が
り
は
じ
め
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

松
本
古
墳
群
は
、
古
墳
群
を
形
成
し
て
い
る

点
は
特
徴
的
で
あ
り
、
現
在
比
較
的
ま
と
ま
っ

て
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
方
を
広
大
で
豊

か
な
稲
作
地
域
に
囲
ま
れ
た
石
打
台
地
上
に
は

東
西
１
キ
ロ
、
南
北
に
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
範

囲
に
古
墳
が
分
布
し
、
東
毛
地
区
の
古
墳
群
と

し
て
は
、
も
っ
と
も
保
存
状
態
が
よ
く
、
６
世

紀
か
ら
７
世
紀
初
頭
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
円

墳
を
中
心
に
、
現
在
は
24
基
残
っ
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
（
学
術
調
査
）
が
行
わ
れ
た
の
は
、

中
野
字
毘び

沙し
ゃ

門も
ん

の
国
道
１
２
２
号
沿
い
に
あ
っ

た
古
墳
（
22
号
古
墳
）、
通
称
毘
沙
門
古
墳
と
、

中
野
字
大
根
村
の
国
道
１
２
２
号
の
大
根
村
交

差
点
か
ら
西
へ
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た

と
こ
ろ
の
、
現
在
は
自
動
車
販
売
店
が
あ
る
場

所
（
23
号
古
墳
）
で
し
た
。
現
在
、
松
本
古
墳

群
の
内
９
～
13
号
古
墳
は
町
指
定
史
跡
に
、
23

号
古
墳
な
ど
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
町
指
定

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
、
古
墳
な
ど

に
あ
る
埋
蔵
物
は
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
、
つ
ま

り
地
中
に
埋
ま
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
、
保
護
・

保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
土
地
が
開
発
さ
れ
、
現

状
の
ま
ま
の
保
存
が
、
ど
う
し
て
も
で
き
な
い

場
合
な
ど
に
限
り
、
国
の
認
可
を
得
て
発
掘
調

査
（
学
術
調
査
）
が
可
能
と
な
り
、
記
録
・
保

存
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
学
術
調
査
内
容
は
公

開
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
こ
の
邑
楽
町
に
数
多
く
の
古
墳

や
遺
跡
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。
町
の

資
料
で
調
べ
て
み
る
と
、
か
な
り
の
数
の
古
墳

や
遺
跡
な
ど
が
、
こ
の
町
に
は
存
在
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
私
が
古
墳
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、

20
年
以
上
前
、
松
本
公
園
付
近
の
林
で
虫
取
り

に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
と
き
に
、
た
ま
た
ま
、

林
の
中
で
発
見
し
た
古
墳
群
の
標
識
か
ら
で
し

た
。
当
時
の
私
は
、
そ
れ
が
何
か
は
も
ち
ろ
ん
、

文
字
す
ら
読
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
直
、
今
で

も
当
時
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
場
所
に
古
墳
が

あ
っ
て
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
の
か
ま
で
は
知
り

ま
せ
ん
。
約
30
年
育
て
て
も
ら
っ
た
町
の
歴
史

を
少
し
で
も
知
り
た
い
、
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て

も
ら
い
た
い
、
そ
し
て
、
そ
の
歴
史
を
後
世
に

伝
え
た
い
と
思
い
、今
回
の
街
角
特
派
員
レ
ポ
ー

ト
の
テ
ー
マ
を
古
墳
に
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
の
場
所
は
、
幼
い
と
き
に
見
つ
け
た

松
本
古
墳
群
。
こ
の
位
置
に
ど
う
し
て
こ
れ
だ

け
の
古
墳
が
集
中
し
て
い
る
の
か
、
古
代
の
邑

楽
町
は
、
ど
の
よ
う

な
状
況
だ
っ
た
の

か
、
発
掘
さ
れ
た
出

土
品
は
ど
う
い
っ
た

も
の
な
の
か
な
ど
、

幼
い
こ
ろ
の
遊
び
場

を
ゼ
ロ
の
知
識
か

ら
、
あ
の
こ
ろ
の
探

究
心
で
、
調
べ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
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謎
は
深
ま
る
ば
か
り
だ
っ
た
…

き
っ
か
け
は
、
幼
い
こ
ろ
に
出
会
っ
た
「
謎
」

な
ぜ
古
墳
が
存
在
す
る
の
か

大
和
朝
廷
と
の
強
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た

東
毛
地
区
で
も
有
数
の
古
墳
群

豊
か
な
稲
作
地
域
に
形
成
さ
れ
た
松
本
古
墳
群

す
べ
て
発
掘
可
能
な
の
か

そ
こ
に
は
文
化
財
保
護
法
と
い
う
壁
が
あ
っ
た

古
代
史
の

謎
に
迫
る

町指定の重要文化財や史跡には、

標識と説明板が設置されていま

す。松本古墳群の９～ 13 号古墳

は町指定史跡。文化財は、有形文

化財・無形文化財・

民俗文化財・記念

物・文化的景観・

伝統的建造物群に

区分されています

目で見る古墳解説ワン
ポイント

! 古墳とは何だろう？
　３世紀後半から７、８世紀

にかけて作られた地方豪族の墓。古

墳は盛り土で作られ、内部に埋葬施

設や副葬品があるものとされていま

す。豪族は、大きな墓をつくり、多

くの豪華な副葬品を埋葬することで、

権力を誇示しようとしました。主な

古墳の形態は、前方後円墳・円墳・

方墳などが代表的です。

古墳

　
学
校
の
帰
り
道
、
い
つ
も
松
本
公
園

で
友
達
と
探
検
ご
っ
こ
や
、
カ
ブ
ト
虫

採
り
な
ど
を
し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
れ
く
ら
い
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
身
近

に
あ
っ
た
遊
び
場
所
で
し
た
。
当
時
、

私
た
ち
の
小
学
校
で
は
、
大
根
村
交
差

点
の
道
が
広
が
ら
な
い
の
は
、
古
墳
が

あ
る
の
で
、
工
事
を
す
る
と
呪
わ
れ
て

し
ま
う
と
い
う
噂
が
、
ま
こ
と
し
や
か

に
さ
れ
て
い
た
く
ら
い
で
す
。

　
だ
か
ら
、
噂
に
の
ぼ
っ
た
古
墳
か
ら

町
指
定
の
重
要
文
化
財
の
大
刀
が
出
土

し
た
な
ん
て
、
正
直
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

自
分
の
住
ん
で
い
る
町
に
も
知
ら
な
い

こ
と
が
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
ん

で
す
ね
。
こ
れ
を
機
会
に
、
少
し
で
も

自
分
の
町
の
こ
と
を
知
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て

足
が
遠
の
い
て
し
ま
っ
た
松
本
公
園
に

も
、
久
し
ぶ
り
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。

少年時代の追憶子どもたちの間では、呪
のろ

いの噂
うわさ

がささやかれていた
イ ン タ

ビ ュ ー

（石打 ・ 20 区）

大野芳明さん

松本古墳について少年時代の
記憶を話してもらいました

インタビュー

（十三坊塚 ・ ６区）

邑楽町文化財保護調査委員

大塚孝士さん

松本古墳群の墳墓は、足利

市付近の山の岩石、渡良瀬

川の河原石を使用して盛り

土をしています。ですから、

当時この付近を渡良瀬川が

流れていたと推測できます。

また、一部の出土品は町の

重要文化財に指定されてい

ます。ふだん縁遠いと感じ

る文化財。町内には、古墳

からの出土品をはじめ多く

の文化財が存在しています。

前方後円墳
（ぜんぽうこうえんふん）

かぎ穴のような形
をした形状で、後
円部と前方部とか
ら成る

後円部

前方部

円墳
（えんぷん）

盛り土をした墳
墓の上部が円形
の形状

方墳
（ほうふん）

盛り土をした墳
墓の上部が、ほ
ぼ正方形に近い
形状

街角特派員

（大根村琵琶首 ・ 10 区）

松本古墳群の謎に迫ります

岩松雄志

私自身も松本古墳群に関し

ての知識は皆無でした。だ

からこそ知りたい。そして、

幼いころに出会った古代の

歴史を、あのころと同じ好

奇心で、探求したいと思い

ました。今回の街角特派員

レポートを通して、一人で

も多くの人たちに松本古墳

群という町を代表する「古

代の歴史」があるというこ

とを、知ってほしいです。

自
分
の
住
ん
で
い
る

邑
楽
町
の
歴
史
の
謎
を

解
き
明
か
す
の
っ
て

何
だ
か
素す

敵
て

き

に
思
い
ま
せ
ん
か
―
。

そ
の
答
え
を
誰
か
に

教
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら

も
っ
と
素
敵
だ
と

思
い
ま
せ
ん
か
―
。

国
指
定
史
跡
の
古
墳 天神山古墳（太田市内ヶ島町）

墳
丘
の
長
さ
２
１
０
m

女体山古墳（太田市内ヶ島町）

墳
丘
の
長
さ
１
０
６
m

2ORA TOWN ＊ Public Relations写真　中野浄水場高架水槽から見た松本古墳群

松
本
古
墳
の

謎

に

迫

る

深

緑

に

眠

る

遺

産文化財保護
シンボルマーク
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銀象嵌大刀 ぎんぞうがんだいとう

松本 23 号古墳 出土町 指 定 重 要 文 化 財
　松本 23 号古墳から出土した大刀には、鍔（つば）・はばき（鍔を刀身に

固定する金具）、柄縁（つかふち）金具、鞘尻（さやじり）金具に銀象

嵌の装飾が施されていました。銀象嵌は鉄の表面にくぼみを作り、

銀をはめ込んで文
もんよう

様を出したものです。このように装飾され

た大刀には、地域支配のための軍事指揮権の象徴として

大和朝廷政権から下賜（かし）された儀式に用いる装

飾的な刀という性格がみられます。

　板倉町筑波山（前方後円墳）からは、これ

よりやや古いと思われるものが出土して

います（７世紀で、聖徳太子の時代）。

また、栃木県の小山市飯塚古墳群

の中に象嵌例が多くみられ、

象嵌大刀を代々副葬品と

して埋葬する家系が

存在するという

指摘もあり

ます。

　

二振りの大刀が古墳

から発掘されました

大刀
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
古
墳
か
ら
は
、

い
っ
た
い
何
が
出
土
し
た
の
か
。

悠
久
の
と
き
を
経
て
現
れ
た

古
代
の
遺
物
と
は
…
。

矢
場
川

悠ゆ

う

久き

ゅ

う

の
と
き
を
経
て

現
れ
た
古
代
の
遺
物

　石打の人々に八王子さまと呼

ばれ親しまれてきた八王子神社。

八人の王子の墓があったという

言い伝えが残っています。戦前は

縁日になると相撲大会が行われ

るほどの場所でした。

　八王子神社は古墳の上にたっ

ています。当時、この古墳は石打

台地北縁の特に周囲より一段と

高まった地形（内部に埋没した砂

丘が存在）を利用して、その上に

盛り土をし、埴
はに

輪
わ

をめぐらせたと

いわれます。６世紀後半ごろ（約

１４００年前）につくられたもの

と考えられます。

　石打、藤川地区には八王子神社

古墳を中心に 41 基もの古墳が築

造されていたといいます。発見さ

れた土器片などには、中世のもの

もあり、文献からみた石打を立証

する貴重な資料と思われます。

DATA

DATA　▶形体　前方後円墳

▶備考　との古墳で一つの前方後円墳
が存在したと考えられている　

▶大きさ　長さ約75ｍ、後円部直径約45ｍ、
高さ６ｍ、前方部直径 15 ｍ、高さ 2.5 ｍ

松本古墳群中
最大級を誇る

八
は ち

王
お う

寺
じ

神社古墳
（石打・20区）

鍔（つば）

鍔は「八窓」で、透かし穴の間に境界

線を伴わず、扁
へんぺい

平な「の」の字形文
もんよう

様

を配し、縁辺にも「の」の字形文様を

一列に巡らしています。側面には二重

弧線を千
ち

鳥
どり

にならべています

柄縁金具

柄（つか）の部分の金

具にも銀象嵌が施され

ていました

（つかふちかなぐ）

悠久のときを超えて蘇
よみがえ

りし
いにしえの剣

つるぎ

が出土した古墳

松本 23 号古墳
（大根村琵琶首・10区）

　松本２３号古墳は、中野字大根村交

差点から、西へ１００メートルほど

行ったところで、現在は自動車販売

店があります。古墳の大きさは、直径

12メートル、高さ1.8メートルでした。

昭和 13年の「上毛古墳綜覧」では、「大

キサ四〇尺、高サ七尺の円墳」とあり

ます。

　記録保存のための発掘調査が平成元

年に行われ、その結果埋葬施設は横穴

式石室で、玄
げんしつ

室（遺体を置くところ）

の形は小判形。また、石室の構築方法

は渡良瀬川の河原石を粘
ね ん ど

土と小さめの

河原石で押さえ、それを粘土で覆って

いるもので、毘沙門古墳と同じです。

石室内からは、銀
ぎんぞうがんだいとう

象嵌大刀の大刀２振

り・鍔
つば

・鞘
さやじり

尻・鏃
やじり

・金銅製耳
じ

環
かん

などの

遺物が出土。発掘された銀象嵌大刀は、

町指定重要文化財となっています。古

墳が築造された時代は毘沙門古墳より

古く、６世紀後半ごろと考えられます。

出土した金銅

製耳環は、現

代で言うイヤ

リ ン グ で す。

金と銅で作られ

ていました。古代の人たちも、

こうしたきらびやかな装飾品を

身につけていたことが分かります

金と銅で作られ

金銅製耳環
（こんどうせいじかん）

鏃（やじり）

鏃は、矢に装着するも

ので相手を射倒すため

に鋭くなっています。

出土した鏃は、鉄製で

４本出土しています

↑平成元年に
行 わ れ た 発
掘 調 査 風 景

古 墳 番 号

古墳番号

と

神の名で呼ばれし古墳

毘
び

沙
し ゃ

門
も ん

古 墳
（大根村琵琶首・10区）

　毘沙門古墳（松本 22 号古墳）は、

中野字毘沙門の国道122号沿いにあっ

た古墳です。毘沙門の地名も、この古

墳の上に毘沙門天が祭られていたこと

に由来しています。毘沙門天は北方守

護の神で、インド北方には多くの財宝

があるということから、福徳の神とも

され、七福神の一つにもなっています。

　発掘調査は、昭和 60 年に行われま

したが、すでに削られた後だったの

で、古墳の形態は分かりませんでし

た。埋葬施設は横穴式石室で、玄
げんしつ

室（遺

体を置くところ）の平面形は小判形を

していました。石室の材料になった石

材は小さく、粘
ね ん ど

土を河原石で押さえて

その外側をまた粘土で覆う形になって

いました。石室からは、金銅製耳
じ か ん

環・

水
すいしょうせいきりこだま

晶製切子玉・碧
へきぎょくせいくだたま

玉製管玉・土
つちだま

玉・ガ

ラス玉などが出土。これらの出土品か

ら、毘沙門古墳は７世紀後半の古墳と

考えられます。

↑ 昭 和 60
年 に 行 わ
れ た 発 掘
調 査 風 景

古 墳 番 号

水晶製切子玉
（すいしょうせいきりこだま）

そろばんのような形をし

た水晶製の切子玉。古代

の人はアクセサリーとし

て、身につけていたと思

われます

玄室　遺体を置

く と こ ろ。 小 判

形 で、 石 室 の 材

料になった石材

は小さく粘土を

河原石で押さえ

て、その外側をま

た粘土で覆う形

松本古墳群分布図

 ～は古墳番号

　　　　前方後
円墳

円墳

はばき
鍔（つば）を刀身に

固定する金具。これ

にも銀象嵌の装飾が

施されていました鞘尻（さやじり）

刀の鞘（さや）の末端

についていた金具。大

刀とは別に単体で出土。

これにも銀象嵌の装飾

が施されていました

鍔
鍔は「八窓」で、透かし穴の間に境界

線を伴わず、扁
へんぺい

平

を配し、縁辺にも「の」の字形文様を

松本 23 号古墳 出土町 指 定 重 要 文 化 財町 指 定 重 要 文 化 財
　松本 23 号古墳から出土した大刀には、鍔（つば）・はばき（鍔を刀身に

固定する金具）、柄縁（つかふち）金具、鞘尻（さやじり）金具に銀象

嵌の装飾が施されていました。銀象嵌は鉄の表面にくぼみを作り、

銀をはめ込んで

た大刀には、地域支配のための軍事指揮権の象徴として

大和朝廷政権から下賜（かし）された儀式に用いる装

飾的な刀という性格がみられます。

　板倉町筑波山（前方後円墳）からは、これ

よりやや古いと思われるものが出土して

います（７世紀で、聖徳太子の時代）。

また、栃木県の小山市飯塚古墳群

の中に象嵌例が多くみられ、

象嵌大刀を代々副葬品と

して埋葬する家系が

存在するという

指摘もあり

ます。

松本 23 号古墳 出土町 指 定 重 要 文 化 財
　松本 23 号古墳から出土した大刀には、鍔（つば）・はばき（鍔を刀身に

固定する金具）、柄縁（つかふち）金具、鞘尻（さやじり）金具に銀象

嵌の装飾が施されていました。銀象嵌は鉄の表面にくぼみを作り、

銀をはめ込んで文
もんよう

様を出したものです。このように装飾され

た大刀には、地域支配のための軍事指揮権の象徴として

大和朝廷政権から下賜（かし）された儀式に用いる装

飾的な刀という性格がみられます。

　板倉町筑波山（前方後円墳）からは、これ

よりやや古いと思われるものが出土して

います（７世紀で、聖徳太子の時代）。

また、栃木県の小山市飯塚古墳群

の中に象嵌例が多くみられ、

象嵌大刀を代々副葬品と

して埋葬する家系が

存在するという

にも銀象嵌の装飾が

鍔は「八窓」で、透かし穴の間に境界

線を伴わず、

を配し、縁辺にも「の」の字形文様を

はばきはばき
鍔（つば）を刀身に

固定する金具。これ

目で見る銀象嵌の輝きワン
ポイント

! よみがえった古代の輝き
事前調査でＸ線撮影したところ、大刀の鍔・は

ばき・柄縁金具と単体で出土した鞘尻から、象

嵌が検出されました。象嵌は

白色で銀と考えられ、文
もんよう

様

は渦
うずまきもん

巻文です。発掘直後は、

とてもさびついていました

が、東京国立文化財研究所で、

レーザー光線を使った象嵌表出

の作業により、古代の輝きを取

り戻すことができました。 町指定史跡 ～古墳

▶備考　発掘調査で、町指定の重要文化財
になった銀象嵌大刀（ぎんぞうがんだいと
う）、金銅製耳環２個、鏃４本などが出土

DATA　▶形体　円墳

▶大きさ　直径 12ｍ、高さ 1.8 ｍ

DATA　▶形体　円墳もしくは前方後円墳

▶備考　発掘調査では、形状を明かにするこ
とができなかった。出土品は、切り子玉など

▶大きさ　円墳の場合直径 35 ｍ、高さ約３
ｍ。前方後円墳の場合は、長軸 75ｍとなる

嵌が検出されました。象嵌は

レーザー光線を使った象嵌表出

の作業により、古代の輝きを取

嵌が検出されました。象嵌は嵌が検出されました。象嵌は

の作業により、古代の輝きを取発掘直後の
さびついた鍔
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「 深 緑 に 眠 る 遺 産 」　 松 本 古 墳 の 謎 に 迫 る

　今
回
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
き
っ
か
け

は
、
幼
い
こ
ろ
に
見
た
古
墳
の
こ
と
を

ふ
と
思
い
出
し
た
こ
と
で
し
た
。
松
本

古
墳
の
取
材
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、

現
在
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
は
る

か
古
代
の
姿
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　幼
い
こ
ろ
に
見
つ
け
た
小
さ
な
丘
。

今
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
過
去
の
邑
楽
町

の
姿
な
ど
、
こ
の
取
材
を
通
じ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
出
土
し
た
品
々
を
目
に

す
る
と
い
う
非
常
に
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取
材
に
快
く

協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　最
後
に
松
本
公
園
の
裏
に
は
、
今
も

多
く
の
木
が
生
い
茂
り
そ
の
中
に
ぽ
つ

ん
と
あ
る
丘
。
非
常
に
歴
史
的
価
値
が

あ
る
古
墳
群
の
一
角
が
そ
こ
に
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
一
度
目
に
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
見
た
と
き
の
感

想
は
こ
ん
な
も
の
か
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　け
れ
ど
、
そ
れ
は
千
年
以
上
も
前
に

こ
こ
に
住
ん
で
い
た
先
人
た
ち
を
祭
っ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
邑
楽
町
に

住
ん
で
い
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
貴

重
な
財
産
な
の
で
す
。

街
角
特
派
員

　岩
松
雄
志

取材を終えて

文
化
財
か
ら

歴
史
を
知
る

　「
我
が
町
お
う
ら
文
化
財
探
訪
ツ

ア
ー
」
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
少
し
で

も
文
化
財
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
講
座
の
第
１
回

目
は
9
月
17
日
、
町
立
図
書
館
で
行
わ

れ
、
町
指
定
の
重
要
文
化
財
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
座
に
参
加
し
た
酒
井
洋
美
さ
ん
（
横

町
化
楽
・
３
区
）
は
、「
文
化
財
を
勉
強

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
、
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
地
元
の
歴
史
を
知
る
こ

と
は
、
郷
土
愛
に
つ
な
が
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

我が町おうら文化財探訪ツアー開催
長 柄

講 座

公 民 館

開 講 中

目で見る文化財ワン
ポイント

!

身
近
な
町
の
歴
史
の
教
科
書

戦
国
武
将
ブ
ー
ム
に
負
け
な
い
歴
史
が
あ
る

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
歴
史

「
知
っ
て
も
ら
う
」
き
っ
か
け
づ
く
り
の
取
り
組
み

松本古墳から出土した

銀象嵌大刀をはじめ、

多くの文化財が町にあ

るということを、ぜひ

町民の皆さんに知って

ほしいです。教科書に

載っている歴史だけが、

すべてではなく、日本

の歴史という大きな流

れの中にも、邑楽町の

歴史があるということ

を感じてほしいです。

インタビュー

生涯学習課

森戸栄一さん

（文化財担当）

役場庁舎２階の生涯学習課フロアー近

くに、精巧に作られた「銀象嵌大刀の

レプリカ」が展示されています。町民

の皆さんに、少しでも気軽に文化財に

ふれてもらおうと、設置されたもので

す。役場にお立ち寄りの際は、ぜひご

覧になってみてください。

見て感動！知って納得

邑楽町教育委員会では冊子「邑楽町

の文化財」を作成。町指定の重要文

化財についての説明も出ています。

必見！大刀のレプリカ

邑楽町の文化財（冊子）

参加した人たちは、
熱心に講義に聴き入
り、歴史的に大変貴
重な町の文化財にふ
れることで、その息
吹を感じていました

↑講師を務めた邑楽町文化
財保護調査委員の大塚さん

深
緑
に
眠
る
、
松
本
古
墳

深
緑
に
眠
る
、
松
本
古
墳

そ
れ
は
、
邑
楽
町
に
宿
る

そ
れ
は
、
邑
楽
町
に
宿
る

古
代
史
の
一
ペ
ー
ジ
…
。

古
代
史
の
一
ペ
ー
ジ
…
。

深
緑
に
眠
る
、
松
本
古
墳

そ
れ
は
、
邑
楽
町
に
宿
る

古
代
史
の
一
ペ
ー
ジ
…
。

庁
舎
２
階

展 示
場 所

役場生涯学習課  47-5043文化財についての
お問合わせ先は…

銀象嵌大刀を始めとする歴
史的に貴重な文化財、今後
展示の予定はあるのか、文
化財をどのように町民の皆
さんにアピールしていくの
か、生涯学習課の森戸さん
に、お話を伺ってきました

我 が 町 お う ら 文 化 財 探 訪 ツ
アーは、町内の有形文化財を巡
る学習と講義を行います。計
３回の学習と講義などを予定

バテレン遺跡出土
天目（てんもく）茶碗

参
考
文
献

参
考
文
献

　目
に
み
る
邑
楽
町
の
自
然
と
歴
史

　目
に
み
る
邑
楽
町
の
自
然
と
歴
史

大
塚
孝
士
さ
ん

大
塚
孝
士
さ
ん

参
考
文
献

邑
楽
町
誌

　邑
楽
町
の
文
化
財

　目
に
み
る
邑
楽
町
の
自
然
と
歴
史

　松
本
23
号
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書

　毘
沙
門
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書

資
料
提
供

大
塚
孝
士
さ
ん

協

　力
邑
楽
町
教
育
委
員
会
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●
町
づ
く
り
座
談
会
報
告

皆
さ
ん
の
声
を
町
づ
く
り
に
役
立
て
ま
す

　町では、７月 28 日、29 日、30 日に町内３か所で、「町づくり座談会」を開催し

ました。この座談会は、住民の皆さんと町が情報交換を行い、今後の町づくりに役

立てるために行われました。座談会には、延べ 90 人の皆さんが参加。その中で、

参加した皆さんからの貴重な意見を伺うことができました。皆さんからの意見や質

問、アイデア、町からの回答などを一部紹介していきます。

　その中から、学校給食や地産地消、道路整備や路線バスなどについて紹介します。

なお、今回、座談会でいただいた多くの質問や意見は、今後の町づくりのために役

立てていきます。座談会に参加していただきました皆さんありがとうございました。

祝
日
な
ど
は
、
今
ま
で
以
上
の
台
数
が

駐
車
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Q
邑
楽
町
に
は
地
産
地
消
協
議
会
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
学
校
給
食

で
町
の
食
材
を
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

A
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
邑
楽

町
産
の
野
菜
な
ど
を
使
用
す
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
は
、
15

品
目
、
月
に
２
回
程
度
使
用
し
て
い
ま

す
。
毎
回
、
同
じ
野
菜
を
使
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ

れ
が
限
度
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

米
に
つ
い
て
は
、
米
飯
給
食
を
週
３

回
行
っ
て
い
ま
す
。
県
の
学
校
給
食
会

が
全
農
（
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

）
か
ら
米
を
仕
入
れ
て
い
ま
す
が
、
地

元
Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
の
協
力
に
よ
り
邑
楽

町
産
の
米
を
使
え
な
い
も
の
か
調
整
中

で
す
。
今
年
の
11
月
ご
ろ
に
は
、
邑
楽

町
産
の
米
を
試
験
的
に
使
っ
て
み
て
、

来
年
度
か
ら
継
続
し
て
邑
楽
町
産
の
米

を
使
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Q
邑
楽
町
に
「
道
の
駅
」
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。

A
「
道
の
駅
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
邑

楽
町
に
「
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
や
「
Ｊ

Ａ
食
彩
館
」
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

ら
を
含
め
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

Q
バ
ス
の
利
用
者
は
、
全
体
的
に
少

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

A
バ
ス
路
線
は
、
利
用
者
の
状
況
な

ど
を
見
な
が
ら
コ
ー
ス
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
率
を
上
げ
る
た

め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が

ら
随
時
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

バ
ス
は
、
主
に
学
生
や
高
齢
者
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
交
通
弱
者
の
た
め
に

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て

随
時
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
バ
ス
が
な
く
て
は
困
っ

て
し
ま
う
か
た
も
い
ま
す
の
で
、
町
で

お
金
を
負
担
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
多

く
の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
よ

り
町
負
担
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Q
バ
ス
の
赤
字
は
、
当
た
り
前
だ
と

思
い
ま
す
。
各
市
町
村
は
、
い
か
に
利

用
率
を
上
げ
る
か
苦
労
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
交
通
弱
者
に
対
し
て
バ
ス

に
代
わ
る
も
の
を
研
究
す
る
こ
と
も
必

要
で
す
。

A
南
部
地
区
の
バ
ス
運
行
は
、
館
林

市
・
千
代
田
町
・
邑
楽
町
の
３
市
町
で

運
営
し
て
い
ま
す
が
、
北
部
地
区
の
運

行
は
邑
楽
町
だ
け
で
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
か
ら
多
く
の
要
望
が
あ

り
、ス
タ
ー
ト
し
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
も
行
っ
て

い
ま
す
。バ
ス
を
運
行
し
て
い
く
中
で
、

よ
り
よ
い
方
向
を
見
つ
け
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
利
用
者
が
増
え

て
き
て
い
る
こ
と
も
考
え
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
バ
ス
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
方
法

が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
研
究
す
る
こ

と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

Q
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て
、
説

明
を
お
願
い
し
ま
す
。

A
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
は
、
重
度
の
障

害
の
あ
る
か
た
や
、
70
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
と
二
人
暮
ら
し
の
か
た
で
月
２

回
以
上
継
続
し
て
通
院
し
て
い
る
場
合

に
、
１
枚
４
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー
券
を

一
人
年
間
48
枚
発
行
し
て
い
ま
す
。
町

単
独
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
利
用

者
は
増
え
て
い
ま
す
。

町づくり座談会報告

Q
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
鶉
農
村
広

場
南
駐
車
場
に
建
設
す
る
計
画
が
あ
り

ま
す
が
、
鶉
農
村
広
場
の
駐
車
場
は
狭

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
か
？

A
鶉
農
村
広
場
南
の
町
有
地
は
、
駐

車
場
部
分
が
約
３
、０
０
０
㎡
、
そ
の

南
側
に
約
６
、０
０
０
㎡
あ
り
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
駐
車
場

の
約
1/3
と
、
南
側
の
６
、０
０
０
㎡
の

中
に
建
設
し
ま
す
が
、
駐
車
場
は
西
側

に
増
や
す
予
定
で
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
員
駐
車
場

意見項目 意見数

道路整備や管理、交通・情報など ５

高齢者・児童福祉など ４

農業、商業、工業など ３

公園や緑地、河川の整備や管理 ２

土地利用や市街化整備 １

自然や環境の保全 １

その他 ７

●意見の傾向

※意見項目の分類は、邑楽町第五次総合計画

に基づいています。

道
の
駅
に
つ
い
て

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て

給食では、週３回ご飯を食べています

土・日曜日は新鮮な野菜を求めて混み合います

も
新
た
に
整
備
し
ま
す
。
土
・
日
曜
日
、

館林・邑楽・千代田線の公共バス

福祉タクシー券 学校給食センター建設予定地（鶉農村広場南）

地
産
地
消
に
つ
い
て

路
線
バ
ス
に
つ
い
て
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根
川
に
新
し
い
橋
が
架
か
る
と
い
う
こ

と
を
想
定
し
て
邑
楽
町
に
道
路
を
通
す

こ
と
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

Q
総
合
計
画
の
中
に
、
工
業
団
地
と

住
宅
団
地
の
造
成
は
入
っ
て
い
る
の
で

す
か
？

A
総
合
計
画
の
中
に
「
新
た
な
工
業

団
地
を
検
討
」
と
入
っ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
に
場
所
な
ど
は
記
載
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
団
地
の
造
成
は
、
多
く
の
皆

様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
か
な
い
と
で
き

ま
せ
ん
。
後
期
計
画
の
中
で
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

団
地
は
、
安
く
造
成
し
て
安
く
売
ら

な
い
と
買
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
県
内
で

は
、
住
宅
団
地
を
造
成
し
た
が
売
れ

残
っ
て
し
ま
っ
て
、
商
業
地
域
な
ど
に

用
途
変
更
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。工
業
団
地
や
住
宅
団
地
の
造
成
は
、

県
企
業
局
に
お
願
い
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
町
の
財
政
負
担
も
相
当
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鞍
掛
第
三
工
業
団
地
の
中
に

25
ｍ
道
路
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
道
路

を
国
道
３
５
４
号
に
結
ぶ
計
画
が
あ
り

ま
す
。
新
堀
川
に
橋
を
架
け
て
国
道

３
５
４
号
に
つ
な
げ
る
に
は
、
約
４
億

円
か
か
り
ま
す
の
で
、
国
や
県
の
補
助

金
を
い
た
だ
か
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
国
・
県
か
ら
事
業
採
択
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
少
し
期
間
は
か

か
る
と
思
い
ま
す
が
、
事
業
採
択
に
向

け
て
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

Q
国
道
３
５
４
号
バ
イ
パ
ス
が
４
車

線
化
に
な
っ
た
場
合
は
、
農
耕
車
の
横

断
が
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
対

策
を
考
え
て
い
る
の
で
す
か
？

A
国
道
３
５
４
号
に
つ
い
て
は
、
狸

塚
か
ら
館
林
市
境
ま
で
の
間
、
中
央
分

離
帯
を
設
け
た
４
車
線
化
の
工
事
を
実

施
中
で
す
。
農
耕
車
の
横
断
に
つ
い
て

は
、
安
全
性
を
配
慮
し
て
信
号
機
を
設

置
し
、
そ
の
場
所
の
み
を
横
断
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

新
し
く
信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
場
所

は
２
か
所
で
、
現
在
あ
る
信
号
機
の
移

設
を
２
か
所
予
定
し
て
い
ま
す
。
赤
堀

交
差
点
か
ら
Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
長
柄
給
油

所
の
間
に
新
し
く
信
号
を
２
か
所
設
置

す
る
予
定
で
す
。

　

開
拓
工
業
団
地
の
信
号
は
、
道
路
の

交
差
角
が
鋭
角
で
あ
る
た
め
危
険
な
状

態
な
の
で
西
側
に
移
設
し
ま
す
。
そ
の

東
に
あ
る
三
軒
家
の
信
号
も
交
差
角
が

鋭
角
で
あ
る
た
め
、
西
側
に
移
設
し
て

直
角
に
近
い
交
差
点
に
し
ま
す
。
信
号

機
の
あ
る
交
差
点
を
横
断
し
て
い
た

だ
き
安
全
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

Q
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況

１
８
０
件
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
何
の
数
字
な
の
か
、
ま
た

内
容
に
つ
い
て
も
説
明
を
お
願
い
し
ま

す
？

A
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
利
用
の

１
８
０
件
は
、
平
成
20
年
度
の
実
績
で

す
。
県
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
邑
楽

町
の
か
た
が
相
談
し
た
件
数
が
１
８
０

件
で
す
。
相
談
の
や
り
と
り
は
、
１
件

に
数
回
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
延
べ
相
談

回
数
で
は
こ
れ
よ
り
多
く
な
り
ま
す
。

　

今
年
４
月
に
邑
楽
町
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
４
月
に

19
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内

の
１
件
は
「
電
気
製
品
を
購
入
し
た
店

で
は
な
く
、
近
く
の
店
に
修
理
を
依
頼

し
た
が
断
ら
れ
た
」
と
い
う
相
談
で
、

相
談
員
が
そ
の
店
に
状
況
を
確
認
し
、

即
日
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

も
う
１
件
は
、多
重
債
務
の
相
談
で
、

数
社
の
消
費
者
ロ
ー
ン
か
ら
の
借
り
入

れ
が
あ
り
、
毎
月
数
万
円
の
返
済
を
迫

ら
れ
て
い
て
生
活
に
影
響
が
出
て
い
る

と
の
相
談
で
し
た
。
相
談
員
が
内
容
を

確
認
し
弁
護
士
を
紹
介
し
た
結
果
、
生

活
に
影
響
の
出
な
い
範
囲
で
毎
月
の
返

済
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

時
、
弁
護
士
さ
ん
に
30
分
間
無
料
で
対

応
し
て
い
た
だ
き
、
弁
護
士
費
用
も
生

活
に
困
ら
な
い
よ
う
に
長
期
に
返
済
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Q
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
つ
つ

じ
は
、
50
床
く
ら
い
の
規
模
が
あ
り
ま

す
が
、
入
所
を
待
っ
て
い
る
人
が
多
く

い
ま
す
。
ぜ
ひ
増
築
で
き
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

A
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
計
画
は
、

県
の
老
人
福
祉
計
画
に
基
づ
い
て
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
待
機
し
て
い
る
か
た

も
多
く
い
ま
す
。
20
床
ほ
ど
の
増
設
や

地
域
密
着
型
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
増

設
な
ど
県
と
相
談
し
て
い
ま
す
。

Q
狸
塚
の
常
光
寺
第
２
遊
水
池
に
草

が
多
く
生
え
て
い
ま
す
の
で
、
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
遊
水
池
を
作
っ

て
効
果
は
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。

A
こ
の
常
光
寺
第
２
遊
水
池
に
約

２
万
ト
ン
の
水
を
溜
め
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
た
が
、
管
理
に
苦
慮
し
て
い
ま

す
。
大
泉
町
で
は
約
４
万
ト
ン
溜
め
ら

れ
る
遊
水
池
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

常
光
寺
第
２
遊
水
池
は
、
国
の
事
業

で
行
い
ま
し
た
が
、
国
か
ら
は
管
理
に

つ
い
て
、
地
元
に
お
願
い
し
て
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
、
管
理
に
つ
い
て
は
町
に
移

管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
地
域
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
管

理
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

遊
水
池
の
効
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎
年
発
生
し
て
い
た
新
堀
川
合
流
部
分

の
冠
水
被
害
の
軽
減
も
考
え
ら
れ
て
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
常
光
寺

第
２
遊
水
池
の
効
果
は
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q
町
営
住
宅
の
計
画
は
、
そ
の
後
ど

う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

A
町
営
住
宅
は
、
石
打
・
久
保
林
・

埴ね
ば
ぼ
り堀

・
大
黒
に
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

の
住
宅
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

町
営
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
石
打
町
営
住
宅
の
建
て
替
え
を
行

う
方
向
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

国
か
ら
1/2
の
補
助
を
い
た
だ
い
て
、

残
り
を
起
債
事
業
で
行
う
予
定
で
い
ま

す
。
現
在
の
町
営
住
宅
は
、
必
要
に
応

じ
て
修
繕
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Q
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
調
査
員
が
来

て
診
断
し
て
く
れ
る
の
で
す
か
？

A
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業

は
、
平
成
22
年
度
に
新
し
く
取
り
組
ん

で
い
る
事
業
で
、
診
断
員
が
現
地
に

行
っ
て
建
物
の
耐
震
診
断
を
し
ま
す
。

建
築
基
準
法
が
改
正
さ
れ
た
昭
和
56
年

以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

個
人
負
担
は
、診
断
員
の
交
通
費
１
、

０
０
０
円
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
一

次
診
断
を
行
い
、
こ
こ
で
悪
い
結
果
が

出
た
場
合
に
は
詳
細
な
診
断
が
必
要
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
費
用
は
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

Q
国
道
３
５
４
号
と
１
２
２
号
が
つ

な
が
る
と
い
う
話
は
あ
る
の
で
す
か
？

ま
た
、
大
根
村
の
交
差
点
を
広
げ
る
計

画
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
北
の
秋
妻
周

辺
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

A
国
道
３
５
４
号
と
１
２
２
号
の
接

続
は
、
通
称
八
重
笠
道
路
と
い
わ
れ
て

い
る
道
路
の
排
水
の
問
題
が
解
決
さ
れ

れ
ば
用
地
買
収
に
入
る
と
の
話
も
聞
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
道
３
５
４
号
の

館
林
斎
場
付
近
か
ら
利
根
川
に
架
か
っ

て
い
る
昭
和
橋
（
明
和
町
）
ま
で
の
間

の
バ
イ
パ
ス
道
路
の
計
画
が
あ
り
ま

す
。

　

国
道
１
２
２
号
の
大
根
村
交
差
点
付

近
は
、
右
折
帯
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
渋

滞
し
て
し
ま
い
ま
す
。
県
道
も
国
道
も

右
折
車
両
の
渋
滞
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
秋
妻
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
的
に
、
利

町づくり座談会報告

特別養護老人ホームやまつつじ

狸塚にある常光寺第２遊水池

老朽化が進む石打町営住宅

現在、新堀川手前で行き止まりになっています

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

町
営
住
宅
に
つ
い
て

工
業
団
地
に
つ
い
て

国道３５４号に新しく設置された信号機（狸塚）

消
費
生
活
相
談
に
つ
い
て

遊
水
池
に
つ
い
て

木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
つ
い
て

地
域
整
備
に
つ
い
て

中野浄水場高架水槽から見る高島地区

道
路
整
備
に
つ
い
て
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平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
の

歳
入
額
は
、前
年
度
と
比
べ
て

20
・
６
％
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
、
繰
入
金
（
前
年
度
比

６
３
２
・
７
％
増
）や
国
県
支
出
金

（
前
年
度
比
１
０
４
・
２
％
増
）、地

方
交
付
税（
前
年
度
比
35
・
１
％

増
）が
増
加
し
、そ
の
一
方
、町
税

（
前
年
度
比
８
・
３
％
減
）な
ど
が

減
少
し
ま
し
た
。

一般会計  89億3,061万円

歳入総額 歳出総額 差引額

国民健康保険 31 億 1,180 万円 27 億 8,470 万円 3 億 2,710 万円

老 人 保 健 02 億 3,865 万円 01 億 2,962 万円 3 億 3,903 万円

後期高齢者医療 01 億 7,974 万円 01 億 7,751 万円 7 億 8,223 万円

介 護 保 険 14 億 2,482 万円 14 億 1,587 万円 3 億 1,895 万円

下 水 道 事 業 03 億 9,609 万円 03 億 7,493 万円 3 億 2,116 万円

学校給食事業 06 億 4,520 万円 02 億 4,985 万円 3 億 9,535 万円

水 道 事 業 05 億 2,135 万円 04 億 6,961 万円 7 億 3,174 万円

内訳 21年度 20年度 対前年比

町税 377,167 411,158 ― 8.3

国県支出金 158,451 77,606 + 104.2

繰入金 98,329 13,421 + 632.7

地方交付税 91,314 67,601 + 35.1

町債 45,950 34,472 + 33.3

繰越金 40,044 52,448 ― 23.7

地方消費税交付金 25,875 24,781 + 4.4

地方譲与税 16,802 17,894 ― 6.1

分担金及び負担金 9,643 9,508 + 1.4

諸収入 8,554 7,345 + 16.5

使用料及び手数料 6,775 6,975 ― 2.9

地方特例交付金 5,808 5,306 + 9.5

自動車取得税交付金 5,229 8,165 ― 36.0

その他 1,730 2,045 ― 15.4

利子割交付金 1,390 1,725 ― 19.4

計 893,061 740,450 + 20.6

歳入対前年度比較（単位：万円）

歳入

平成 21 年度の一般会計と特別会計の決算が、9 月定例議会で認定されました。一般会計の決

算は歳入総額 89 億 3,061 万円（前年度比 20.6％増）、歳出総額 84 億 9,414 万円（前年度比

21.3％増）でした。一般会計、特別会計の詳しい金額はグラフと表のとおりです。

平
成
21
年
度
決算報告

特別会計

◇健全化判断比率・資金不足比率のお知らせ◇
　邑楽町の平成 21年度決算に基づく財政の健全化判断比率および
公営企業の資金不足比率をお知らせします。これは、地方自治体の
財政状況について、国が５つの指標とその計算の仕方を定めたもの。
それぞれの地方自治体が数値を計算し、その結果を住民の皆さんに
公表することによって、早い段階から自主的に改善の取り組みを行
うよう促す制度です。「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
の施行によって、平成 20年度から計算結果の公表が義務付けられ
ました。それぞれの数値が早期健全化基準を超えると財政健全化計
画の策定などによる自主的な改善努力が義務付けられ、財政再生基
準を超えると国などの関与による財政の再生が義務付けられます。
　邑楽町の各種指標についての計算結果は次の表のとおりで、９月
定例議会に報告されました。それぞれの数値は、算定されないか非
常に低い数値であり、邑楽町の財政が健全に運営されていることが
数字で確認されました。

※公営企業（水道事業会計・下水道事業特別会計）の資金不足比率は、
算定されませんでした。

【参考】公営企業経営健全化基準：20％

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

邑楽町の数値 算定されず 算定されず 06.3％ 006.5％

早期健全化基準 14.71％ 19.71％ 25.0％ 350.0％

財政再生基準 20.00％ 40.00％ 35.0％ なし

内訳 21年度 20年度 対前年比

総務費 198,111 113,072 ＋ 75.2

民生費 171,429 165,083 ＋ 3.8

教育費 140,527 95,240 ＋ 47.6

衛生費 101,883 104,162 ― 2.2

土木費 86,467 59,671 ＋ 44.9

公債費 65,751 71,782 ― 8.4

消防費 40,418 40,192 ＋ 0.6

農林水産業費 18,370 23,630 ― 22.3

商工費 15,501 16,633 ― 6.8

議会費　　　　 9,820 10,139 ― 3.1

労働費等 1,137 1,801 ＋ 41.9

計 849,414 700,405 ＋ 21.3

歳出対前年度比較（単位：万円）

一般会計 84億9,414万円 歳出
　

一
般
会
計
歳
出
額
は
、
前
年

度
と
比
べ
て
21
・
３
％
増
加
と
な

り
ま
し
た
。
歳
出
の
う
ち
、
施
設

や
道
路
な
ど
を
整
備
す
る
た
め
の

お
金
（
投
資
的
経
費
）
の
割
合
は

10
・
２
％
で
し
た
。
主
な
事
業
と

し
て
は
、
中
野
小
学
校
耐
震
改
修
・

大
規
模
改
修
工
事
、
町
道
幹
線
６

号
線
整
備
事
業
な
ど
を
手
が
け
ま

し
た
。
ま
た
、
道
路
整
備
、
用
悪

水
路
整
備
、
公
園
整

備
、
土
地
区
画
整
理

な
ど
の
生
活
環
境

整
備
を
図
り
ま
し

た
。

　

経
常
的
な
事
業

に
つ
い
て
は
、
広

範
囲
に
わ
た
る
事

務
事
業
を
推
進
し
、

環
境
保
全
・
住
民
福

祉
の
向
上
に
努
め

ま
し
た
。
限
り
あ
る

予
算
の
中
で
、
時
代

の
変
化
に
対
応
し
、

多
様
化
す
る
町
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
の
行
政
執
行

に
努
め
ま
し
た
。

■用語解説
実質赤字比率
実質的な赤字額が町の標準財政規模（その年度の市町村などに入る

と推測される一般財源を全国統一のルールにより計算した額）の中

でどれくらいの割合を占めているかを表す数字。邑楽町の場合、実

質赤字比率が 9.4％を超えると、翌年度の地方債の発行に当たって

知事との協議・許可が必要となる。黒字の場合は算定されない。

連結実質赤字比率
一般会計だけでなく、国民健康保険などの特別会計、水道事業会計

などの公営事業会計も加えた赤字比率。黒字の場合は算定されない。

実質公債費比率
町が支払っている借入金（地方債）の元利償還金（公債費）が標準

財政規模と比べてどれくらいあるかを表す数字。一般会計だけでな

く、特別会計や消防組合、医療事務組合などの一部事務組合の借入

金のうち邑楽町が負担すべき金額も含む。18％を超えると、翌年度

の地方債の発行に当たって知事との協議・許可が必要となる。

将来負担比率
町が将来負担すべき出費の見込み額が標準財政規模と比べてどれく

らいあるかを見るための指標。町の借入金だけでなく、公営企業に

係る借入金、一部事務組合などに係る負担見込額、職員の退職手当

負担見込額、土地開発公社などに係る負債等負担見込額などを含む。

資金不足比率
公営企業の赤字が事業規模と比べてどれくらいあるかを示す指標。

黒字の場合は算定されない。
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公共施設や皆さんの生活に直結するさまざまな制度、イベントなどを紹介するコーナーです。
まだ形になっていない現在進行形の計画なども、なるべくご紹介していきます。

　

町
で
は
、
自
殺
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
う

つ
病
の
理
解
を
深
め
、
自
殺
予
防
の
た
め
の

行
動
や
自
殺
の
サ
イ
ン
な
ど
を
広
く
知
る

た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
自
殺
者
の

多
く
は
、
自
殺
直
前
に
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を

出
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
予
防
は
、
周
り
の
人
が
気
づ
き
、
精

神
科
医
な
ど
専
門
家
に
相
談
し
見
守
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

う
つ
病
を
知
り
ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
生
き
方

▼
期
日　

10
月
28
日
㊍

▼
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時

▼
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

柴
田
信
義
先
生
（
柴
田
メ
ン
タ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
に

▼
期
日　

11
月
16
日
㊋

▼
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▼
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

北
川
恭
史
先
生
（
群
馬
県
い
の
ち

の
電
話
研
修
委
員
長
代
行
）

▼
対
象　

ど
な
た
で
も

▼
申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
む

▼
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー
Ｇ
88

−

５
５
３
３

講演

自
殺
予
防
の
た
め
の
講
演
会
で
す

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

●

●
●
●
●
●

　

10
月
18
日
㊊
〜
24
日
㊐
は
、
秋
の
行
政
相

談
週
間
で
す
。
生
活
の
中
で
国
や
県
、
町
な

ど
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
意
見
や
要
望
、
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
、
行
政
相
談
委
員

が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

▼
期
日　

10
月
14
日
㊍

▼
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場　

邑
楽
町
公
民
館

▼
行
政
相
談
委
員　

岡
村
靜
代
さ
ん
（
新
中

野
・
33
区
）

▼

問

合

先　

役
場
住
民
課
Ｇ

47
−

５
０
１
７

相談

行
政
へ
の
苦
情
や
要
望
な
ど
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

●

●
●
●
●
●

　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、各
種
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

子
育
て
こ
こ
ろ
の
相
談（
予
約
制
）

▼
期
日　

10
月
20
日
㊌

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
会
場　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

▼
対
象　

子
育
て
に
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
る
人

▼
内
容　

臨
床
心
理
士
、保
健
師
に
よ
る
相
談

▼
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

精
神
保
健
福
祉
相
談（
予
約
制
）

▼
期
日　

10
月
20
日
㊌
、11
月
10
日
㊌

▼
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
会
場　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

▼
対
象　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る

人
や
そ
の
家
族

▼
内
容　

精
神
科
医
に
よ
る
相
談

▼
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

ふ
れ
あ
い
相
談
会

（
神
経
難
病
生
活
支
援
相
談
会
）

▼
期
日　

11
月
10
日
㊌

▼
時
間　

午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分

▼
会
場　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

▼
対
象　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患
・
多

発
性
硬
化
症
・
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
・
脊

髄
小
脳
変
性
症
・
重
症
筋
無
力
症
・
多
系
統

萎
縮
症
な
ど
の
患
者
と
そ
の
家
族

▼
内
容　

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、歯
科
衛

生
士
に
よ
る
相
談
、作
業
療
法
士
に
よ
る
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
、交
流
会

▼
申
込
方
法　

初
め
て
参
加
す
る
人
は
電

話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

Ｇ
72

−

３
２
３
０

相談

一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

館
林
保
健
福
祉
事
務
所
の
各
種
相
談

●

●
●
●
●
●

　

町
で
は
、
10
月
28
日
㊍
の
「
県
民
の
日
」

協
賛
事
業
と
し
て
町
内
の
施
設
を
無
料
開

放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
施
設
・
期
日
・
時
間

　

下
の
表
の
と
お
り

▼
問
合
先　

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
Ｇ
88

−

８
６
８
６

福
祉
セ
ン
タ
ー
Ｇ
88

−

６
５
８
８

町
民
体
育
館
Ｇ
88

−

５
３
５
５

ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ
Ｇ
89

−

１
５
０
１

開放

10
月
28
日
㊍
は
「
県
民
の
日
」
で
す

町
内
の
施
設
を
無
料
開
放
し
ま
す

●

●
●
●
●
●

　

町
で
は
、
11
月
７
日
㊐
に
役
場
周
辺
で
第

17
回
邑
楽
町
産
業
祭
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

邑
多
福
ま
つ
り
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

11
月
７
日
㊐

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場　

邑
楽
町
役
場
周
辺

▼
内
容
（
予
定
）

即
売
コ
ー
ナ
ー　

果
物
、
お
米
、
野
菜
、
肉

類
、
衣
料
品
、
そ
ば
、
う
ど
ん
な
ど

模
擬
店
コ
ー
ナ
ー　

焼
き
そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
、
唐
揚
げ
、
み
そ
お
で
ん
な
ど

展
示
コ
ー
ナ
ー　

農
機
具
、
自
動
車
な
ど

無
料
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー　

包
丁
研
ぎ
、
豚

汁
、
お
に
ぎ
り
、
い
も
煮
、
き
な
こ
餅
、
綿

あ
め
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※
内
容
が
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
他　

邑
楽
町
ス
タ
ン
プ
会
抽
選
会
（
抽

選
券
が
必
要
）、
お
米
の
つ
か
み
取
り
な
ど

※
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
ロ
ビ
ー
で
、
２
０
１
０

お
う
ら
祭
り
絵
画
作
品
展
も
同
時
開
催
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

町
商
工
会
Ｇ
88

−

０
０
８
２
、

役
場
産
業
振
興
課
Ｇ
47

−

５
０
２
６

催し

邑
楽
町
役
場
周
辺
で
行
わ
れ
ま
す

第
17
回
邑
楽
町
産
業
祭

●

●
●
●
●
●

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
子
ど
も
（
高
校
生

世
代
以
下
）
の
保
険
証
の
有
効
期
間
が
す
べ

て
6
か
月
以
上
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
次
の
場
合
に
は
世
帯
内
で
保
険
証
の
有

効
期
限
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
有
効
期
間
の
短
い
保
険
証
（
短
期
被
保
険

者
証
）
を
交
付
さ
れ
て
い
る

②
転
入
・
新
規
の
加
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
に
有
効
期
間
6
か
月
未
満
の
保
険
証

が
交
付
さ
れ
て
い
る

※
何
ら
か
の
事
情
で
子
ど
も
に
有
効
期
間

6
か
月
未
満
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
た
場

合
で
も
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
け

れ
ば
保
険
証
は
自
動
的
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
先　

町
役
場
保
険
年
金
課
Ｇ
47

−

５
０
２
０

健康

有
効
期
間
が
す
べ
て
６
か
月
以
上
と
な
り
ま
し
た

子
ど
も
の
保
険
証
の
有
効
期
間

●

●
●
●
●
●

　

町
で
は
、
邑
多
福
ま
つ
り
２
０
１
０
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

11
月
７
日
㊐

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ　

世
代
を
超
え
て
支
え
合
う
ま

ち
づ
く
り

▼
内
容
（
予
定
）

相
談
コ
ー
ナ
ー　

高
齢
者
総
合
相
談
、
健
康

相
談

体
験
コ
ー
ナ
ー　

骨
密
度
レ
ベ
ル
チ
ェ
ッ

ク
、
歯
磨
き
指
導
、
体
脂
肪
測
定
、
血
管
年

齢
測
定
、
乳
が
ん
触
診
モ
デ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、

高
齢
者
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
、
転
倒
予

防
教
室

展
示
コ
ー
ナ
ー　

介
護
機
器
展
・
介
護
用
品

展
示
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
作
品
展

販
売
コ
ー
ナ
ー　

３
、０
０
０
冊
大
古
本

市
、
各
種
福
祉
団
体
の
模
擬
店

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー　

屋
外
ス
テ
ー
ジ
、
聴

導
犬
、
こ
ど
も
遊
び
広
場
（
着
ぐ
る
み
、
ス

ラ
イ
ム
作
り
な
ど
）、
献
血
（
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
）、
災

害
時
緊
急
炊
き
出
し
訓
練

▼
問
合
先　

役
場
生
活
環
境
課
Ｇ
47

−

５
０
１
９

催し

世
代
を
超
え
て
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

邑
多
福
ま
つ
り
２
０
１
０

●

●
●
●
●
●

施設名 開放時間

シンボルタワー 午前10時～午後４時

福祉センター寿荘 午前９時30分～午後４時

町民体育館、町武

道館、町民テニス

コート、スポーツ・

レクリエーション

広場、町勤労者体

育センター（ヤン

グプラザ体育館）

午前９時～午後5時

●無料開放対象施設

　

岩
瀬
重
信
さ
ん
（
石
打
・
20
区
）
が
県
体

育
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
岩
瀬
さ

ん
は
、
昭
和
52
年
か
ら
少
年
野
球
チ
ー
ム
の

監
督
や
審
判
員
と
し
て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
振
興
に
貢
献
。
こ
の
間
、
町
体
育
協
会

審
判
部
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
現
在
、
町
ス

ポ
ー
ツ
審
議
会
委
員
や
町
体
育
協
会
審
判

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
瀬
さ
ん
は
、「
長
く
活
動
で
き
た
の
も
、

先
輩
の
指
導
や
仲
間
の
応
援
、
家
族
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
の
つ

な
が
り
が
強
く
な
る
こ
と
が
大
切
。
今
後
も

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
尽
力
し
て

い
き
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

表彰

野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力

岩
瀬
さ
ん
が
県
体
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞

●

●
●
●
●
●表彰を受けた岩瀬さん
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町
で
は
、
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

10
月
18
日
㊊
、
25
日
㊊

▼
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
関
心
の
あ
る

人▼
内
容　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
関
す
る
講
話

と
実
技
（
お
う
ら
中
央
公
園
散
策
）

▼
定
員　

40
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
締
切　

10
月
18
日
は
15
日
㊎
ま
で
、

10
月
25
日
は
20
日
㊌
ま
で

▼
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー
Ｇ
88

−

５
５
３
３

健康

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
な
体
づ
く
り

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

●

●
●
●
●
●

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
邑
楽

町
認
知
症
を
考
え
る
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

▼
期
日　

11
月
11
日
㊍

▼
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

基
調
講
演
（
問
題
提
起
）、
町
内

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
よ
る
事

例
発
表
、
質
疑
応
答
、
討
論
な
ど

▼
定
員　

１
２
０
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
締
切　

11
月
５
日
㊎
ま
で

▼
申
込
・
問
合
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
Ｇ
80

−

９
３
０
０

募集

認
知
症
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

介
護
の
日
記
念
「
認
知
症
を
考
え
る
つ
ど
い
」

●

●
●
●
●
●

　

関
東
学
園
大
学
な
ど
で
は
、「
新
し
い
知

識
を
楽
し
く
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
公
開
講
座

を
開
講
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

▼
期
日
・
内
容　

①
11
月
11
日
㊍
・
石
に
刻
ま
れ
た
、
い
に
し

え
の
群
馬
〜
多
胡
碑
の
世
界

②
11
月
18
日
㊍
・
旅
の
よ
も
や
ま
話
〜
群
馬

県
人
は
ど
ん
な
旅
行
を
し
て
き
た
か

③
11
月
25
日
㊍
・
住
ん
で
よ
し
の
太
田
か

ら
、
訪
れ
て
よ
し
の
太
田
へ
〜
活
気
あ
ふ
れ

る
太
田
へ
の
提
言

④
12
月
２
日
㊍
・
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
〜

合
併
に
よ
っ
て
何
が
変
わ
っ
た
か

⑤
12
月
９
日
㊍
・
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
の

一
考
察
〜
ど
の
活
動
が
功
を
奏
し
た
か
、
今

後
の
活
動
は
…

▼
時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
15
分

※
初
回
と
最
終
回
は
、
開
講
式
・
閉
講
式
を

行
い
ま
す
の
で
、
終
了
時
間
が
午
後
８
時
30

分
に
な
り
ま
す
。

▼
会
場　

関
東
学
園
大
学
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
（
太
田
市
藤
阿
久
町
）

▼
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

11
月
10
日
㊌
ま
で
に
名
前
、

住
所
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
、
電
話

ま
た
は
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

関
東
学
園
大
学

Ｇ
32

−

７
９
０
６
、
Ｃ
31

−

２
７
０
８

教養

テ
ー
マ
は
、
新
し
い
知
識
を
楽
し
く
学
ぶ

関
東
学
園
大
学
公
開
講
座

●

●
●
●
●
●

　

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
庭
木
の
殖
や
し

方
を
テ
ー
マ
に
緑
化
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

種
ま
き
や
さ
し
木
、
つ
ぎ
木
な
ど
で
庭
木
を

殖
や
す
方
法
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

11
月
14
日
㊐
（
雨
天
決
行
）

▼
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場　

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ　

庭
木
の
殖
や
し
方

▼
講
師　

髙
橋
利
康
先
生
（
１
級
造
園
技
能

士
）

▼
定
員　

60
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
開
始　

11
月
１
日
㊊
午
前
８
時
30

分
か
ら

▼
申
込
・
問
合
先　

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
Ｇ
88

−

７
１
８
８

教養

テ
ー
マ
は
、
庭
木
の
殖
や
し
方

緑
化
講
座
の
お
知
ら
せ

●

●
●
●
●
●

　

町
労
使
教
育
委
員
会
で
は
、東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

12
月
12
日
㊐

▼
集
合
時
間　

午
前
６
時
30
分

▼
集
合
場
所　

邑
楽
町
役
場
南
側
駐
車
場

▼
対
象　

町
内
在
住
、ま
た
は
在
勤
の
勤
労

者
と
そ
の
家
族
で
ツ
ア
ー
に
協
力
で
き
る
人

※
幼
児
・
児
童
・
生
徒
な
ど
は
、保
護
者
同
伴

で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
定
員　

１
２
０
人（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

▼
参
加
費（
バ
ス
代
、パ
ス
ポ
ー
ト
代
、保
険

代
な
ど
）

大
人（
18
歳
以
上
）　　

 
７
、０
０
０
円

中
人
（
12
歳
か
ら
17
歳
） 

５
、５
０
０
円

小
人
（
４
歳
か
ら
11
歳
） 

４
、５
０
０
円

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
直
接
申
し
込
む

※
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

役
場
産
業
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

※
窓
口
の
受
付
は
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。
電
話

に
よ
る
申
し
込
み
は
不
可
で
す
。

※
参
加
費
の
納
入
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

参
加
者
決
定
後
に
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切　

10
月
22
日
㊎（
必
着
） 

▼
問
合
先　

役
場
産
業
振
興
課
Ｇ
47

−

５
０
２
６

募集

今
年
も
開
催
し
ま
す

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー

●

●
●
●
●
●

　

町
で
は
、
高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
受
け
る
際
、
費
用
の
一
部
を
負

担
し
ま
す
。
今
回
の
予
防
接
種
は
、
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
１
回
の
接
種

で
、
両
方
の
予
防
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

▼
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
の
人

①
接
種
日
に
満
65
歳（
昭
和
20
年
12
月
31
日

以
前
生
ま
れ
）以
上
で
、自
ら
接
種
を
希
望

す
る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ
っ
て
、心
臓
、

じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
、ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

害
が
あ
る
と
厚
生
労
働
省
令
に
定
め
ら
れ

る
人

▼
実
施
機
関　

館
林
市
邑
楽
郡
医
師
会
、太

田
市
医
師
会
、足
利
市
医
師
会
で
町
と
委
託

契
約
を
し
て
い
る
医
療
機
関

▼
接
種
料
金　

１
、０
０
０
円（
自
己
負
担

額
）

※
１
人
１
回
限
り
で
す
。

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、１
、０
０
０
円

を
超
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
町
の
予
診
票
が
な
い
場
合
や
町
が
委
託

契
約
を
し
て
い
な
い
医
療
機
関
で
接
種
す

る
と
全
額
自
己
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の　

通
知
書（
事
前
に
対
象

者
に
発
送
）、健
康
保
険
証

▼
実
施
期
間　

10
月
１
日
㊎
〜
平
成
23
年

１
月
31
日
㊊

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成

　

町
で
は
、
生
活
保
護
・
町
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
を
受
け
る
際
の
費
用
を
負

担
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
接
種
す
る
前

に
必
ず
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
対
象　

生
活
保
護
・
町
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
（
非
課
税
世
帯
と
は
、
同
じ
世
帯
の
す

べ
て
の
人
が
町
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

が
条
件
）

▼
実
施
医
療
機
関　

館
林
市
邑
楽
郡
医
師

会
、太
田
市
医
師
会
、足
利
市
医
師
会
の
個

別
接
種
承
諾
医
療
機
関

▼
持
参
す
る
も
の　

身
分
証
明
書（
運
転
免

許
証
な
ど
）、印
鑑

▼
接
種
費
用　

無
料

▼
申
請
締
切　

平
成
23
年
１
月
20
日
㊍

▼
申
請
・
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー
Ｇ
88

−

５
５
３
３

日
本
脳
炎
予
防
接
種
第
２
期
再
開

　

国
の
指
導
に
よ
り
見
合
わ
せ
て
い
た
日

本
脳
炎
の
予
防
接
種
が
、
第
２
期
（
９
歳
〜

13
歳
未
満
）
に
限
り
再
開
さ
れ
ま
す
。
接
種

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
母
子
健
康
手
帳
を
持

参
し
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

保健

生
活
保
護
・
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
助
成
し
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

●

●
●
●
●
●

　

館
林
厚
生
病
院
で
は
、
脳
卒
中
を
テ
ー
マ

に
健
康
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無

料
で
す
。

▼
期
日　

10
月
13
日
㊌

▼
時
間　

午
後
４
時
〜

▼
会
場　

館
林
厚
生
病
院

▼
講
師　

鹿
児
島
海
衛
先
生
（
館
林
厚
生
病

院
脳
神
経
外
科
医
長
）

▼
テ
ー
マ　

脳
卒
中
に
つ
い
て

▼
申
込
方
法　

直
接
会
場
に
来
場
す
る

▼
問
合
先　

館
林
厚
生
病
院
Ｇ
72

−

３
１
４
０

館
林
厚
生
病
院
お
手
軽
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　

館
林
厚
生
病
院
で
は
、
日
ご
ろ
の
健
康
管

理
に
役
立
つ
「
お
手
軽
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

健康

脳
卒
中
を
テ
ー
マ
に
、
健
康
講
座
も
行
い
ま
す

館
林
厚
生
病
院
の
お
手
軽
健
康
チ
ェ
ッ
ク

●

●
●
●
●
●

検査内容 費用（円） 検査内容 費用（円） 検査内容 費用（円）

貧血 1,000 総合健康 2,000 消化器がん 4,200

メタボ 1,000 前立腺がん 2,000 肺がん 4,500

糖尿病 1,000 ピロリ 2,500 男性総合がん 6,000

酒好き 1,000 肝炎 3,000 認知症 9,500

痛風・腎臓 1,000 甲状腺 4,000 脳動脈瘤 9,500

骨・健康 2,000 女性総合がん 4,000 脳動脈瘤・認知症 15,000

●お手軽健康チェック一覧
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ど
う
？
私
た
ち
の
浴
衣
姿
、似
合
っ
て
る
で
し
ょ
っ

八王子社の崖に立っていた松（中世の邑楽町から）

　石
打
城

　石
打
城
は
、
南
北
朝
時
代
に
足
利
方
の
石い

し

ど

う堂

右う

ま

の

じ

ょ

う

馬
丞
が
築
い
た
と
い
う
。

　邑
楽
郡
誌
に
は
、

「
石
打
村
字
後

う
し
ろ
ば
や
し

林
に
あ
り
、
足
利
時
代
よ
り
石
堂
右

馬
丞
な
る
も
の
此
処
に
館
す
と
伝
ふ
。
今
、
堀
の
内

と
称
し
廃は

い

ご

う濠
を
存
す
」

　古
城
塁る

い

し址
の
研
究
に
は
、

「
石
打
に
石
堂
右
馬
丞
の
城
址
が
あ
る
。
字
後
林
と

い
う
所
で
、
東
南
部
は
堀
の
内
と
い
う
。
城
は
か
な

り
広
く
、
東
西
四
０
０
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
０
０

メ
ー
ト
ル
。
土
居
・
壕
に
加
え
て
古
墳
が
分
布
し
、

形
を
捉と

ら

え
る
の
が
困
難
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　今
の
後
林
か
ら
家か

け

ん間
に
わ
た
る
地
内
に
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
石
打
城
は
邑
楽
郡
佐
貫
庄
の
北
西
端
に

位
く
ら
い

し
、
西
は
新
田
、
北
は
足
利
を
望
む
要
所
に
あ
り
、

西
と
北
は
沼
地
に
囲
ま
れ
た
台
地
で
、
南
と
東
は
深

い
濠ご

う

で
た
ち
切
っ
て
い
ま
す
。
本

ほ
ん
ぐ
る
わ郭

か
ら
八
王
子
社

の
辺
り
は
台
地
を
堀
り
取
り
、
北
部
の
丘
は
崩
し
て

低
地
を
埋
め
立
て
て
、
平
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
北
方
に
旧
高
島
村
の
村
名
と
な
っ
た
「
高た

か
し
ま
っ
ぱ
ら

島
原
」

が
あ
り
ま
す
。
今
は
開
発
さ
れ
て
、
城
の
形
跡
も
見

ら
れ
ま
せ
ん
。
光
明
寺
の
東
と
南
を
囲
む
外そ

と

ぼ

り濠
の
中

を
堀
の
内
と
呼
ん
で
、
城
の
外
形
を
残
し
、
本
郭
の

辺
り
に
は
古
井
戸
が
あ
り
、
北
部
に
は
「
清
水
池
」

と
い
う
清
水
の
湧
く
池
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
今
は

埋
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
城
の
守
護
神
で
あ
り
、
光
明

寺
の
鎮
守
と
い
わ
れ
る
八
王
子
社
は
地
元
の
人
々

の
信
仰
が
厚
く
、
祭
礼
に
は
相
撲
興
行
な
ど
で
戦
前

は
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
今
は
社
殿
も
あ
ら

わ
に
、
鳥
居
の
わ
き
の
崖
に
は
写
真
の
よ
う
に
松
の

大
木
が
東
南
に
高
々
と
枝
を
広
げ
て
い
た
が
、
今
は

あ
り
ま
せ
ん
。
幹
の
太
さ
が
二
・
一
メ
ー
ト
ル
も
あ

り
ま
し
た
。
石
打
城
を
築
い
た
石
堂
右
馬
丞
に
つ
い

て
は
、
資
料
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　尊
卑
分
脈
や
清
和
源
氏
系
図
に
よ
れ
ば
、
足
利
義

康
の
曾
孫
泰や

す

う

じ氏
の
四
男
頼よ

り

し

げ茂
が
石
堂
四
郎
と
称
し

て
石
堂
氏
の
祖
と
な
り
ま
し
た
。
尊
卑
分
脈
に
は
石

塔
氏
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
子
孫
と
お
も
わ
れ

る
、
石
打
兵
部
少

し
ょ
う
ゆ
う輔

が
享
徳
一
四
五
四
年
の
こ
ろ
、

石
打
の
知
行
者
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
正
木
文
書

に
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
岩
松
持も

ち

く

に国
の
闕け

っ

し

ょ所
注
文

に
、
一
つ
、
上
野
国
、
藤
河
郷
、
藤
河
五
郎
四
郎
、

知
行
分

　一
つ
、
石
打
郷
、
石
打
兵
部
少
輔
、
知
行

分
と
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
石
打
兵
部
が
こ
こ
に
居

城
し
て
い
た
と
お
も
わ
れ
ま
す
。

   

9月11～12日、長柄公民

館で長柄公民館まつりが行われま

した。八木節、和太鼓、ダンスなどの舞台

発表や作品展示、模擬店など多くの人でに

ぎわいました。実行委員長の細谷文夫さん（坪

谷・22区）は、「舞台発表や作品展示などを見

て、自分もやってみたい、サークルに入って

活動したいと思ってくれる人が多くなっ

てくれれば、地域の輪も広がり、活性

化につながると思います」と

話していました。

   

PH TO PALETTE

皆さんの身近で起きた出来事や楽しい話題、イベントなどの情報を

「広報おうら」編集部まで、お気軽にお寄せください。 47-5007
町
の
歴
史

　連
載
三
百
四
十
七
回

49

こ
れ
か
ら
も
健
康
で
仲
良
く

子
ど
も
の
た
め
に
パ
ン
作
り

9月19日、福祉センターで米寿・金婚記念式典が行われ、米寿を迎えた81

人の皆さんと、金婚式を迎えた52組のご夫妻を招待。町から慶祝状など

が贈られました。髙田實さん（秋妻・17区）は、「妻と二人でお店をやりな

がら、苦楽をともに歩んできた50年だと思います」と話していました。

９月17日、ヤングプラザで保育付きパンづくり講座が行われました。こ

の日、バターロールとバナナやりんご、レーズンの入ったスコーン作りに

挑戦。渡辺みゆきさん（西ノ根宮内中島・24区）は、「初めてパンを作りまし

た。子どもがパンが大好きなので、家で作ってみます」と話していました。

９月17日、ヤングプラザで保育付きパンづくり講座が行われました。こ

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

9月11日、町立図書館で第27回邑楽町平和展が行われ、約８００人が訪

れました。戦時中、前橋市や伊勢崎市など群馬県内で空爆の被害に遭っ

た写真などを展示。また、大根めしやすいとん、こうら焼きなどの戦時

食を再現、平和への願いを込めた風船飛ばしが行われました。

9月19日、福祉センターで米寿・金婚記念式典が行われ、米寿を迎えた81

9月11日、町立図書館で第27回邑楽町平和展が行われ、約８００人が訪
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　加
藤
真
弓
さ
ん
（
藤
川
）

 

　
　
　PN.
ゆ
っ
き
ー
な

　

　
　
　西
口
清
さ
ん
（
新
中
野
）

 

　
　
　PN.
地
域
の
お
祭
り
大
好
き

　 

　
　
　PN.
寝
る
母
は
太
る

　

イ
ベ
ン
ト

　
　
　

邑む
ら

の
映
画
会

　
邑
の
映
画
会
実
行
委
員
会
で
は
、「
お

と
な
が
見
ま
も
る
こ
ど
も
の
ま
な
ざ
し
」

を
テ
ー
マ
に
、
今
年
も
邑
の
映
画
会
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
映
画
会
も
今
年
で
３
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

　
心
あ
た
た
ま
る
世
界
の
す
ば
ら
し
い

映
画
作
品
を
上
映
し
ま
す
の
で
、
小
さ
な

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
一
緒
に

な
っ
て
見
て
、
笑
っ
て
、
考
え
て
、
名
作
映

画
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ふ

る
っ
て
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

▼
期
日

　
11
月
３
日


▼
時
間

　
午
後
０
時
30
分
～
４
時
10
分

（
正
午
開
場
）

▼
会
場

　中
野
小
学
校
体
育
館

▼
上
映
作
品

　
ア
リ
チ
ャ
ン
（
瀬
尾
光
世

監
督
）
、
ポ
ロ
ン
ギ
タ
ー
（
小
野
豪
監
督
）
、

ラ
イ
オ
ン
と
歌
（
ブ
ジ
ェ
チ
ス
ラ
フ
・
ポ

ヤ
ル
監
督
）
、
手
（
イ
ジ
ー
・
ト
ル
ン
カ
監

督
）、有
り
が
た
う
さ
ん（
清
水
宏
監
督
）

※
映
画
上
映
の
間
に
、
小
栗
康
平
監
督
に

よ
る
、
テ
ー
マ
「
映
画
は
、
こ
こ
ろ
や
さ
し

い
も
の
で
す
」の
講
演
会
も
あ
り
ま
す
。

▼
入
場
料
　
大
人
１
、０
０
０
円
（
当
日

１
、２
０
０
円
）、小
・
中
学
生
３
０
０
円

※
未
就
学
児
は
、無
料
で
す
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
場
所

　邑
楽
町

公
民
館
、ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ
、長
柄
公
民
館

▼
問
合
先
　
邑
の
映
画
会
実
行
委
員
会

事
務
局
Ｇ
89

－

0
0
1
0

お
知
ら
せ

　

ぐ
ん
ま
縁
結
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
県
少
子
化
対
策
・
青
少
年
課
で
は
、
結

婚
支
援
事
業
と
し
て
、
地
域
の
婦
人
団
体

の
会
員
で
あ
る
「
縁
結
び
世
話
人
」
た
ち

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
「
ぐ
ん
ま

縁
結
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
業
を
９
月
か

ら
始
め
ま
し
た
。

　
「
縁
結
び
世
話
人
」
は
県
地
域
婦
人
団

体
連
合
会
の
会
員
で
、
同
会
の
推
薦
を
受

け
、
県
の
実
施
す
る
研
修
を
受
け
た
人
た

ち
で
す
。
独
身
男
女
の
仲
を
取
り
持
ち
、

結
婚
を
支
援
し
ま
す
。
町
に
は
６
人
の
縁

結
び
世
話
人
が
い
ま
す
。
情
報
は
信
頼
の

あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
流
れ
る

の
で
、安
心
で
す
。

▼
問
合
先

　役
場
生
涯
学
習
課
Ｇ
47

－

5
0
4
3

新井健哲さん（下中野）

広 場み ん な の
PATIOとは「中庭」という意味。

町民の皆さんが集い、

自由に意見を語り合う広場です。

ひ

と

こ

と

PN.南方つったら熊楠

発
表
や
展
示
で
感
動

模
擬
店
で
大
満
足
！

o(*^▽^*)o

来
年
の
お
祭
り
で
も

花
火
が
見
た
い
で
す

☆(ﾟ∇ﾟ☆)

何
だ
か
意
欲
が
…

わ
い
て
き
ま
せ
ん

Y(>_<､)Y

娘
の
小
学
校
生
活
最
後
の

運
動
会
に
行
き
ま
し
た
！

v(o^▽^o)v

スマイル
み～つけた



取材先で見つけた笑顔を

掲載してみました。

ま

　ち

　か

　ど

Q & A
町への意見を掲載しました

邑楽町のホームページについての質問です。トッ

プページを町のイベントカレンダーや各部署の営

業時間を、まとめて見られるようなレイアウトに

してほしいです。ホームページが見やすい方が、町民のため

にもいいのではないでしょうか。検討をお願いします。

ご意見をいただき、ありがとうございます。

邑楽町ホームページのトップページに「町から

のお知らせ」の中の「お知らせ一覧ページへ」

の中で、町の行事や各課からのお知らせ、申し込み方法など

を掲載しています。また、町の広報誌「広報おうら」にも掲

載していますのでご覧になってください。

　なお、１年間の行事予定を掲載した「くらしのカレンダー」

を毎年３月下旬ごろに各行政区長さんを通して町内全世帯に

配布しています。「イベントカレンダーや各部署の営業時間

をトップページに」とのご意見につきましては、来年度にホ

ームページ全体のリニューアルを予定しています。

　これから掲載内容の検討や画面のレイアウト作業などを行

っていく中で、より見やすい内容に

していくための参考にさせていただ

きますので、ご理解くださいますよ

う、よろしくお願いいたします。

▶問合先　役場企画課　Ｇ 47-5008

Q

A

情 

報 

板

増尾春美さん（店高原）

PN.魔女っ子

平
和
の
大
切
さ
を

自
覚
し
て
ほ
し
い

･(>_<;)･

①イラスト・絵手紙　② 4 コマ漫画

③詩・ポエム　　　　④短歌・俳句

⑤告知コーナー

　（イベントの案内やサークル結成の呼びかけなど）

⑥「譲ってください・譲ります」

　もちろん、町に対するご質問やご意見も大歓迎です。

ご質問・ご意見は、はがき・電話・FAX・E メールなど、ど

んな方法でも結構です。掲載させていただいた人には、粗品

を進呈します。

※誌上匿名でもＯＫですが、記念品の郵送や内容の確認など

のため必要ですので、必ず実際の氏名・住所・電話番号・年

齢をお書き添えください。

●あて先

〒 370-0692（住所は不要）邑楽町役場企画課広報広聴係

Ｇ 47-5007　鯖Ｃ 89-0136

E-mail　koho@town.ora.gunma.jp

広 報 ク イ ズ

問題の答えをはがきに書いて送ってください。全問正解者

の中から、抽選で 10 人のかたに 500 円の図書カードをプ

レゼントします。

【今月の問題】

第 1問　今回の街角特派員レポートのテーマは？

　　　　A. 松本城　　　　　   B. 松本古墳

　　　　C. あと２分！　　　　　（ヒント２～ 7 ページ）

第２問　9 月 19 日に行われた記念式典は？

　　　　A. 麦寿・銀婚式典　　B. 私だけの記念日

　　　　C. 米寿・金婚記念式典　　（ヒント 19 ページ）

応募方法　はがきに、答え（例：第 1 問―Ａ）・住所・

　　　　行政区・名前・年齢を書いて送ってください。

あて先　〒370-0692邑楽町役場企画課「広報クイズ」係

締　切　10 月 15 日（当日の消印有効）

※当選者は広報おうら 11 月号で発表します。

【9 月号の当選者】（応募数 35 通、全問正解 35 通）

　　青木茉実（06 区） 角田敏枝（10 区）

　　中村柊哉（11 区）  豊島敬子（15 区）

　　夘月良江（15 区）  金子美幸（23 区）

　　高橋和真（24 区）  増尾国夫（24 区）

　　片倉吉夫（26 区）  西野美代子（33 区）

「PATIO」では皆さんからの
投稿を大募集中です。投稿大募集
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わ
が

家
のアイドル

彩乃は、人見知りしない、いつもニコニコ明るい子です。スーパー

に買い物に行くと、いつもカートから乗り出して、後ろでレジ待

ちをしている知らない人にニコニコ笑いかけています。最近は、

テレビ番組が始まると、自然と踊ったり、拍手をしたり。番組が終

わるとバイバイとお別れのあいさつをします。とにかく、健康で

いつまでも、その笑顔を忘れずに育ってほしいと願っています。

■ 現在何をしていますか？

             　現在、町内にある企業でブレ

ーキの研究をする仕事をして

います。自分の故郷は、岡山県

備前市。大学は福岡の大学に進

学。就職を機に邑楽町に引っ越

してきました。最初は知らない

土地で、とまどいもありました

が、ヤングプラザの活動をきっ

かけに友達も増え、サークルに

も所属。今はサークルで大好き

なブレークダンスをやってい

るので、毎日充実しています。

夏
休
み
春
の
ひ
弱
な
一
年
生
語
調
頼
も
し
す
ね
も
伸
び
や
か 

曽
我

　公
子

孫
た
ち
の
祝
意
の
メ
ー
ル
手
に
と
り
て
幸
せ
覚
ゆ
わ
が
誕
生
日 

横
山

　榮
一

み
柩
の
中
に
眠
れ
る
夫
の
面
に
生
花
埋
め
ゆ
く
き
は
の
悲
し
み 

沼
田
と
し
子

幼
な
き
日
共
に
過
ご
せ
し
孫
娘
無
事
に
初
産
母
の
顔
と
な
る 

潮

　と
み

　

日
本
一
の
猛
暑
な
だ
た
る
故
郷
を
忍
び
て
は
暑
さ
堪
え
ゐ
る
日
日 

南

　し
づ
子

花
茗
荷
を
添
へ
て
友
の
下
さ
り
し
詠
草
は
土
の
湿
り
気
を
持
つ 

川
村

　照
子

夏
祭
り
よ
さ
こ
い
踊
り
に
加
わ
り
て
歳
忘
れ
て
の
時
を
過
し
ぬ 

相
沢

　ヒ
サ

あ
ぶ
ら
蝉
の
声
を
も
聞
か
ず
夏
逝
き
て
つ
く
づ
く
法
師
の
鳴
く
に
癒
さ
る 

大
塚
し
ま
子

幾
つ
か
の
秋
の
一
つ
や
文
化
祭 

根
本

　康
男

虫
の
音
や
風
に
癒
さ
る
奥
座
敷 

富
田
な
み
江

涼
風
を
恋
す
る
日
々
よ
秋
旱 

村
上

　文
子

そ
よ
り
と
も
風
の
動
か
ぬ
暑
さ
か
な 

金
子

　睦
子

夏
鴉
老
婆
の
如
く
野
を
歩
く 

大
塚

　久
子

ほ
む
ら
立
つ
神
世
の
祭
祀
埼
の
夏 

 

早
川

　亨 

渓
流
の
風
情
た
っ
ぷ
り
山
女
食
う 

安
冨

　耕
二

涼
風
や
遠
花
火
聴
く
浅
き
夜 

新
井

　政
子

髪
切
っ
て
五
感
の
開
く
夜
の
秋 

青
山

　房
江

夏
惜
し
む
風
の
便
り
の
店
じ
ま
い 

飯
塚

　又
三

涼
風
を
漫
に
受
け
し
テ
ン
ト
内 

 

高
田

　明 

秋
暑
し
軒
下
三
寸
風
の
径 

松
崎
ナ
ミ
子

終
戦
日
早
目
に
入
る
風
呂
洗
う 

岡
田

　尚
美

散
策
や
馴
染
み
と
な
り
し
青
田
風 

築
比
地
秀
男

浴
衣
か
ら
若
さ
零
れ
る
邑
ま
つ
り 

中
繁
貴
美
子

ひ
と
り
夜
の
心
の
行
く
へ
稲
光
り 

小
嶋
フ
ジ
子

鬼
ヤ
ン
マ
横
目
で
返
え
す
露
天
風
呂 

石
橋
弥
代
江

喋
る
の
も
食
べ
る
も
億
劫
土
用
太
郎 

船
生
三
江
子

明
け
易
し
夢
真
白
に
終
り
け
り 

斉
藤
真
紀
子

夏
の
夜
や
笙
の
音
色
に
誘
な
い
て 

小
林
ト
ヨ
子

囚
わ
れ
の
身
の
よ
う
で
あ
り
猛
暑
か
な 

金
子

　典
子

穂
ば
ら
み
や
農
に
感
動
の
半
世
紀 

大
塚

　初
代

川
風
の
音
運
び
来
る
遠
花
火 

今
井

　里
智

若
者
の
は
じ
け
る
声
や
邑
花
火 

中
谷

　和
子

打
水
の
風
を
纏
い
て
く
つ
ろ
ぎ
ぬ 

宮
尾

　静
子

吾
が
身
丈
円
く
縮
む
よ
天
気
草 

厚
川

　小
一

片倉三津子さん ・ 彩
あ や

乃
の

ちゃん
（寺中・26区）

文

　芸

　オカリナ・アミークスは、オカリナが大好きなメンバーを

中心に結成しました。メンバーは、50 ～ 60 歳代の 5 人。午

後 7 時 30 分～９時まで邑楽町公民館で練習をしています。

現在は、平成 21 年 6 月のオカリナ体験講座を経験したメン

バーが中心となって結成したオカリナ・アミークス A と 11

月に行われる町民文化祭に向けて、合同練習をしています。

オカリナは、気軽に始められる楽器なので趣味にも最適。き

れいな音色が出るので、いやし効果もあります。現在、メン

バーを募集中。オカリナを趣味にしたい人は、ぜひ見学に来

てみてください。私たちと一緒にオカリナを楽しく演奏して

みませんか。お問い合わせは、邑楽町公民館 Ｇ 88-1290 へ。

● オカリナ・アミークス ●

お う ら の 仲 間 た ち No.266

笑顔になれる、その瞬間を
カメラを通して共有したい

石毛尚子さん

（十三坊塚・６区）

子どもと過ごせる今の時期を、何より大切にしていきたいです

いしげなおこ● 1975 年生まれ。日本大学芸術学

部映画学科を卒業後、約８年間ブライダルフォト

グラファーとして活躍。2006 年結婚を機に邑楽町

へ。今年８月には、町立図書館で自身２回目とな

る写真展「Family Ⅱ」を開催。趣味は、カメラなど。

個人ホームページ URL（http://sakuraphoto.net）

み ん な の 広 場

W
ELCOME
H U M A N  N O W

DREAM夢

がんばってます
No.248

DREAM夢・若・者・紹・介・

梶屋敦史さん　25 歳

（前原・４区）

■ 将来の夢は何ですか？

　会社に就職して、今年で三年目になります。まだ学ぶことがた

くさんあって、正直大変なときもあります。でも、今の研究という

仕事はやりがいのある仕事。知れば知るほど奧が深い。ですから、

もっと勉強して、自分の仕事のスキルを高めていきたいですね。

また、仕事の幅を広げるためにも、英語を学びたいと思っていま

す。チャレンジ精神で、これからも明るく前向きにいきたいです。
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町立図書館

情報板
LIBRARY INFORMATION

あ な た の 心 と 体 を リ フ レ ッ シ ュ 　 生 涯 学 習 の ペ ー ジ

SCH        L LIFE

町
民
文
化
祭
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

◆期日　11 月 11 日、25 日　

◆時間・コース　下のとおり

11 月のはくちょう号

時　間 場　所

10：30
　～ 10：50

特別養護老人ホーム
やまつつじ

11：05
　～ 11：30

ラポール・レイゾン
（寺内医院）

11：40
　～ 12：00

グループホーム
ヴィラ

13：40
　～ 14：10

町福祉センター

14：20
　～ 14：50

グループホーム
つむぎの里

15：00
　～ 15：30

長柄公民館

11 月の休館日

１日、７日、８日、15 日、
22 日、29 日、30 日
※７日は産業祭

※ 30 日は月末整理日のため

オリーブ「読み聞かせ」

▼期日　11 月４日、11 日、

18 日、25 日

▼時間　午前 11 時～

学校教育課Ｇ 47 － 5040（直通）

school-ed@swan.town.ora.gunma.jp

生涯学習課Ｇ 47 － 5043（直通）

further-ed@swan.town.ora.gunma.jp

邑楽町公民館 Ｇ 88 － 1290

長柄公民館　 Ｇ 89 － 0123

町民体育館　 Ｇ 88 － 5355

町立図書館　 Ｇ 88 － 5900

ヤングプラザ Ｇ 89 － 1501

邑楽町教育委員会

図書予約件数ランキング

①プラチナデータ

　　　　　　　　　東野圭吾 / 著

②１Q84  BOOK ３

村上春樹 / 著

③小暮写眞館

　　　　　　　　宮部みゆき / 著

　※平成 22 年８月現在

●
●
人
権
作
文
優
秀
作
品
●
●

　
私
は
い
じ
め
を
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
よ
う
と
も
思

い
ま
せ
ん
。
自
分
が
得
を
す
る

こ
と
は
な
い
し
、
何
よ
り
人
を

傷
つ
け
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　
時
々
、
い
じ
め
を
き
っ
か
け

に
自
殺
し
て
し
ま
う
人
が
い
ま

す
。
私
は
、
自
殺
は
絶
対
や
っ

て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
は
親
か
ら
生
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。
生
ま
れ
て

き
た
か
ら
嬉
し
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
、
私
は
す
ご
く
幸
せ

で
す
。
大
好
き
な
友
達
や
先
輩

た
ち
、
水
泳
に
出
会
え
て
、
本

当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
私
は
い
じ
め
に
遭
っ
て
い
な

い
か
ら
、
そ
う
思
え
る
の
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
人
を

助
け
て
、
友
達
や
大
切
な
人
を

大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
人
は
、
自
分
で
も
何
と
か
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
嫌
な
ら
「
嫌
」
と
言
わ

な
い
と
相
手
は
気
づ
い
て
く

れ
な
い
し
、
ま
た
自
分
を
守

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、
何
度
も
い
じ
め
に

遭
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
将
来
、
い
じ
め

を
な
く
す
と
い
う
の
は
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
、
人

を
思
い
合
い
、
自
分
の
こ
と

だ
け
で
な
く
、
人
を
助
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
、
そ
れ
が

い
じ
め
の
な
い
将
来
へ
の
ス

タ
ー
ト
に
な
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
私
は
い
じ
め
な
ん
て
つ
ま

ら
な
い
こ
と
は
一
生
し
ま
せ

ん
。
私
は
将
来
そ
う
い
う
大

人
に
な
り
、
い
じ
め
の
な
い

世
界
を
作
り
た
い
で
す
。

邑
楽
中
学
校
２
年

中
村

　葵あ

お

い衣

　私たち長柄小では、団活動があ

ります。その団活動の一番の行事

が団対抗運動会です。自分たちの

団のために力一杯走ったり、応援

合戦をしたりとても盛り上がりま

す。そして、運動会の一番の見せ

場が民舞です。特に「長柄小七頭

舞」は、毎年６年生が５年生に踊

り方を教えます。そうして、先輩から後輩に引き継がれ今年で５年目を迎えまし

た。今年は、私たちが５年生に教える番です。教えるのは難しいけれど、私たち

も学ぶことがたくさんあります。昨年よりも、もっと迫力がある踊りができるよ

うに５年生と一生懸命練習しています。そして、今年も私たちは、後輩にしっか

り引き継げるように、全力で踊りたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（児童会本部　細谷真奈）

運動会の見せ場、長柄小七頭舞

　中山砂丘は、十軒砂丘と成島砂丘の間に

ある帯状砂丘です。赤堀の長良神社から広

域幹線道路までは、水田との高さの差４m

ほどのだんだら状態が続いています。中山

集落から砂丘特有の起伏となり、国道 354

号を越えて北北東 200m、館林市との境ま

で続いています。長軸方向は主に南北１

km、幅 60m ～ 150m、標高 27m 以上のピー

クが３座、標高 29.5m、西側水田との高さ

の差が 7.5m の砂丘です。

新堀川から南を望む十軒砂丘

　十軒砂丘は、鞍掛山を中心とした帯状砂

丘の代表格と言えます。県道足利邑楽行田

線西側は、現在も赤松の平地林としてよい

状態で保存されていますが、東に続いてい

た砂丘の姿は見る影もなく、鞍掛第三工業

団地として開発されてきました。長軸方向

は東西２㎞、幅 150m ～ 350m、標高 28m

以上のピークが８座ありましたが、現在は

３座となっています。最大標高は 31.9m、

北側の水田と 9.4m の高さの差があります。

日本一の埋没河畔砂丘

No.06

邑楽町文化財保護調査委員

　　　　　　　大塚　孝士

キッズクラブ「読み聞かせ」
▼期日　11 月 27 日

▼時間　午後２時～

心を合わせて和太鼓演奏（昨年の文化祭から）

NOV11月

▼
期
日

　11
月
13
日

、
14
日


　

▼
時
間

　午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
会
場

　
邑
楽
町
公
民
館

▼
内
容

　
作
品
展
示
油
絵
、
き
り
絵
、
押

花
絵
、
水
彩
画
、
陶
芸
、
写
真
、
生
け
花
、

書
道
、
手
芸
、
中
野
絣
な
ど

　
体
験

茶
道
、
将
棋

　
芸
能
発
表
コ
ー
ラ
ス
、

カ
ラ
オ
ケ
、
謡
曲
、
和
太
鼓
、
オ
カ
リ

ナ
、
ケ
ー
ナ
演
奏
、
箏こ

と

、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

日
本
舞
踊
、
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、
八
木
節
、

里
神
楽
な
ど
　
模
擬
店
赤
飯
、
焼
き

そ
ば
、
煮
込
み
う
ど
ん
、
焼
き
い
も
、

コ
ー
ヒ
ー
、
豚
汁
、
ケ
ー
キ
、
揚
げ
物
、

野
菜
な
ど

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

2
0
1
0
邑
楽
町
民
文
化
祭

文
化
の
秋
を
満
喫
！

　邑
楽
町
文
化
協
会
で
は
２
０
１
０
邑
楽
町
民
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す
。
文
化
協
会
に
加
盟
す
る
多
く
の
団
体

や
サ
ー
ク
ル
が
一
堂
に
会
し
て
舞
台
発
表
や
作
品
展
示

を
行
う
、
文
化
の
薫
り
高
い
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
会

場
に
は
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
模
擬
店
も
あ
り
、
お
い
し

さ
盛
り
だ
く
さ
ん
。
さ
あ
、
あ
な
た
も
町
民
文
化
祭
に

出
か
け
、
秋
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
会
員
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「十軒砂丘・中山砂丘」

人

権

に

つ

い

て

　　長柄小学校

体験コーナーも楽しいよ

感動の団対抗運動会

～伝統の長柄小七
ななずまい

頭舞～
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▼ 申込開始　10 月 15 日午前９時

▼ 申込・問合先　長柄公民館

▼ 期日　11 月 18 日　

▼ 時間　午後６時～８時 30 分

▼ 会場　長柄公民館

▼ 内容　そば打ち体験と試食

※この講座は男の料理グループのサー

クル支援を目的としているため、サー

クルの人たちと一緒に行います。

▼ 対象　18 歳以上の人

▼ 定員　10 人（先着順）

▼ 参加費　500 円（材料代）

▼ 申込開始　10 月 21 日午前９時

▼ 申込・問合先　長柄公民館

▼ 期日　11月12日、19日（全２回）

▼ 時間　午後１時 30 分～４時

▼ 会場　ヤングプラザ
▼ 内容　古着を使って簡単で着やすい

ベストを作る

▼ 対象　18 歳以上の人

▼ 定員　12 人（先着順）

▼ 参加費　100 円（教材費）

▼ 申込開始　10 月 15 日午後 2 時

▼ 申込・問合先　ヤングプラザ

▼ 期 日　11 月 12 日 、19 日 、26

▼ 定員　16 人（先着順）

▼ 参加費　2,000 円（保険代など）

▼ 申込開始　10 月 16 日午前 10 時

▼ 申込・問合先　町民体育館

▼ 期日　12 月５日（雨天決行）

▼ 時間　受付午前７時 30 分～８時 20

分　開会式午前 8 時 30 分　競技開

始午前 9 時 20 分

▼ 会場　スポーツレクリエーション広

場周辺

▼ 種目・対象　2km 小学生男女　3km

中学生男女　

▼参加費　100 円（保険代）

▼ 申込開始　11 月６日午後５時

▼ その他　当日の申し込みは不可

▼ 申込・問合先　町民体育館

邑楽町総合写真展

▼期日　10 月 15 日～ 17 日

▼ 時間　午前９時～午後７時（最終日

は午後４時まで）

▼ 会場　邑楽町公民館

和紙ちぎり絵展

▼期日　10 月 26 日～ 31 日

▼ 時間　午前９時～午後５時

▼ 会場　邑楽町公民館

10 月３日は町民体育祭のため、社会

教育施設は休館となります。

▼ 内容　気軽に楽しむバイオリンコン

サート

▼ 出演　若旅菜
な お こ

穂子（バイオリン）、平

田侑
ゆき

（ピアノ）

▼ 対象　小学生以上

▼ 定員　120 人

▼ 入場料　無料

▼ 申込開始　10 月 15 日午後２時か

ら整理券を配布

▼ 申込・問合先　ヤングプラザ

▼ 期日　11 月 21 日　

▼ 時間　午前９時 30 分～午後１時

▼ 会場　ヤングプラザ

▼ 内容　手打ちそば作りを体験する

▼ 対象　小・中学生と保護者

▼ 定員　10 組（先着順）

▼ 参加費　1,000 円（材料代）

▼ 申込開始　10 月 23 日午前 10 時

▼ 申込・問合先　ヤングプラザ

▼ 期日　10 月 30 日、11 月６日、

13 日、20 日、27 日、12 月４

日（全６回）

▼ 時間　午前 10 時～正午

▼ 会場　館林ゴルフ練習場（館林市成

島町）

▼ 内容　ゴルフの基礎を学ぶ

▼ 対象　18 歳以上の人（高校生を除く）

●図書館名画座

期日 時間 　　上映作品名（上映時間）

 11 月 21 日 午後 2 時～ ホテル・ルワンダ（122 分）

●金曜映画会

期日 時間 　　上映作品名（上映時間）

 11 月 05 日 午後 2 時～ 男はつらいよ『ぼくの伯父さん』（109 分）

 11 月 19 日 午後 2 時～ 駅馬車（92 分）

●子ども映画会

期日 時間 　　上映作品名（上映時間）

 11 月 13 日 午後 2 時～ 美少女戦士セーラームーン vol.3(104 分 )

▼会場・問合先　町立図書館

▼申込開始日翌日以降　定員に満たない場合、電話での申し込みを受け付けています。

図書館映画会

▼ 期日　10 月 30 日、11 月６日、

20 日、12 月４日、18 日（全

５回）

※ 18 日は邑楽町公民館主催の「子ど

もクリスマス会」に参加

▼ 時間　午前 10 時～正午

▼ 会場　邑楽町公民館

▼ 内容　ペープサートについて学び、

クリスマス会で披露します

▼ 対象　小学生

▼ 定員　15 人（先着順）

▼ 参加費　500 円（教材費、クリスマ

ス会参加費）

▼ 申込開始　10 月 16 日午前 10 時

▼ 申込・問合先　邑楽町公民館

※ペープサートとはペーパーパペット

シアターの意味で、紙人形劇のこと

▼ 期日　10 月 31 日（小雨決行）

※雨天の場合は、11 月３日に順延。

▼ 時間　午前９時～午後３時

▼ 会場　多々良沼公園

▼ 内容　手作りおもちゃによる遊び、樹

木を使ったアスレチックなど

▼ 対象　小学生

▼ 持ち物　お弁当、水筒、タオル

▼ 参加費　100 円（保険代）

▼ 主催　邑楽町レクリエーションリー

ダーズクラブ（ORLC）

▼ 受付　当日午前８時 30 分から現地にて

▼ 問合先　邑楽町公民館

▼ 期 日　11 月 10 日 、17 日 、24

日（全３回）

▼ 時間　午前 10 時～正午

▼ 会場　邑楽町公民館
▼ 内容　水彩画のスケッチの基礎を学ぶ

▼ 対象　18 歳以上の人

▼ 定員　20 人（先着順）

▼ 参加費　1,000 円（教材費）

▼ 申込開始　10 月 20 日午前 10 時

▼ 申込・問合先　邑楽町公民館

▼ 期日　① 11 月５日 ② 12 日 ③

20 日 ④ 25 日 ⑤ 27 日 ⑥ 12

月３日 ⑦ 10 日 ⑧ 18 日（全

８回）

▼ 時間　①⑥⑦午前９時 30 分～ 11 時

30 分 ②午前９時～午後３時 ③⑤⑧

午後２時～３時 30 分 ④午前 10 時～

正午

▼ 会場　長柄公民館ほか

▼ 内容　健康作りや仲間作りのための

講演と実習

▼ 対象　65 歳以上の人

▼ 定員　16 人（先着順）

▼ 参加費　500 円（教材費）

日、12 月３日（全４回）

▼ 時間　午前 10 時～正午

▼ 会場　ヤングプラザ

▼ 内容　与謝野晶子、石川啄木、斎藤

茂吉、釈
しゃくちょうくう

迢空（折口信夫）の短歌を

読む

▼ 対象　18 歳以上の人

▼ 定員　15 人（先着順）

▼ 参加費　無料

▼ 申込開始　10 月 15 日午前 10 時

▼ 申込・問合先　ヤングプラザ

▼ 期日　11月16日、30日（全２回）

▼ 時間　午後７時～９時

▼ 会場　ヤングプラザ

▼ 内容　手織りのコースターを織る

▼ 対象　16 ～ 35 歳の人

▼ 定員　10 人（先着順）

▼ 参加費 　500 円（材料代）

▼ その他　青年講座の場合、青年会員

登録が必要です

▼ 申込開始　10 月 12 日午後７時

▼ 申込・問合先　ヤングプラザ

バイオリンとピアノの夕べ

▼期日　11 月 19 日

▼ 時間　午後７時開演（午後６時 30 分

開場）

▼ 会場　ヤングプラザロビー

生き生き倶楽部

■教室・講座などの申し込み方法　▼申込開始当日　申し込み開始時間に申込先の窓口に、本人または家族の人が直接申し込んでください。

オータムコンサート 2010

古着リフォーム講座

　展示会　

子どもまつり

町民教養講座　知識のひろば「長柄塾」を開講します

　今年で６回目となる知識のひろば「長

柄塾」は各専門分野で幅広くご活躍され

ている邑楽町出身・在住の先生方を講師

に招き、興味深いお話を伺う講演会です。

どなたでもお気軽にぜひ、ご参加くださ

い。

第１回

▼期日　11 月 20 日

▼ 内容　「環境からの警告、残したい未来

～地球温暖化を考える」

▼ 講師　大内仁先生（おうらの環境を考

える会、11 区在住）

ステップアップゴルフ教室

スケッチを楽しむ絵画教室
邑楽町ジュニアマラソン 2010

親子手打ちそば講座

ペープサート教室

第２回

▼期日　11 月 27 日

▼ 内容　「源氏物語の光と影～千年前の物

語を読むことのできる喜びと驚き」

▼ 講師　小倉帝一先生（源氏物語研究家、

33 区在住）

第３回

▼期日　12 月 18 日

▼ 内容　「次世代自動車～これからの自動

車はどうなるのか」

▼ 講師　土屋孝夫先生（富士重工㈱ 社友、

33 区在住）

各回共通事項

▼ 時間　午後２時～３時 30 分（午後 1

時 30 分開場）

▼ 会場　長柄公民館

▼ 対象　どなたでも

▼ 定員　150 人

▼ 参加費　無料

▼ その他　10 月 14 日午前 9 時から整

理券を配布

▼ 申込・問合先　長柄公民館

青年手織りコースター講座

有名歌人の短歌を読む講座

そば打ち体験講座

現代の課題を学び過去と未来を探ろう

第 33回町長杯争奪軟式野球大会

優　勝　日清紡

準優勝　ダニエルズ

第３位　レッドスワン

第３位　マシンガンズ

邑楽町スタンプ会会長杯争奪

第 14回町内クラブ対抗バレーボール大会

A ブロック

優　勝　パープル

準優勝　レディース 28

Ｂブロック

優　勝　フレンズ

準優勝　FRESH　
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N INFORMATION ORA

●邑楽町役場

　撮Ｇ 88-5511（代表）

●保健センター

　撮Ｇ 88-5533

掲載情報の詳しいことは、主

催者にお問い合わせください。

年

　金

TOWN INFORMATION

ORA 情
広

報
場

法律相談（要予約・定員10人）　10月23日・相

澤弁護士、11月20日・中村弁護士◇午後1時30

分～4時◇邑楽町役場◇役場住民課Ｇ47-5017

人権・行政相談　10月14日・11月11日◇午

後1時30分～4時◇邑楽町公民館◇岩﨑・堀越・

関根・岡村相談員◇役場住民課Ｇ47-5017

心配ごと相談　10月20日・11月20日◇午後

1時～3時30分◇社会福祉協議会相談室◇社会

福祉協議会Ｇ88-2408

心配ごと電話相談　月～金曜日（祝日を除く）

◇午前９時～午後４時◇社会福祉協議会Ｇ88-

7620（専用電話）

青年相談　10月16日・11月6日◇午後6時～

8時◇ヤングプラザＧ89-1501

交通事故相談　10月15日・11月19日※予約

制◇午前10時～午後4時◇太田市役所◇県交通

事故相談所Ｇ47-1826

年金相談　10月21日◇午前10時～午後3時◇

館林市役所◇太田年金事務所Ｇ49-3712

定例相談

生
活
環
境

ふれあい保育

▶期日

　11月2日㈫・4日㈭・9日㈫・10日㈬
　・11日㈭・16日㈫・17日㈬・18日㈭
　・24日㈬・25日㈭・30日㈫
▶時間

　午前10時～正午

▶内容

　七五三の袋作り、おやつ作り（フ

　ワフワボール）、エプロンシアタ

　ー、誕生会、うた、手遊びなど

▶対象

　０歳～就学前の子どもとその保護者

▶申込・問合先　

　子育て支援センター（中央保育園内）Ｇ88-0230

　※子育て支援センターでは、子育てに関する電話相談、

　来所相談も行っています。ぜひご利用ください。

　風の子保育園子育て支援室に遊びに来ませんか。楽しい

遊びと仲間たちに出会えますよ。

▶活動日・対象

　月曜日　自由開放日年齢問わず自由にご利用できます。

　火曜日　１歳児（平成20年４月２日～平成21年４月１日）

　水曜日　０歳児（平成21年４月２日～後期）

　木曜日　０歳児（生後３か月～前期）、妊婦さん（かわい

　　　　　い赤ちゃんに会いに来ませんか？）　

　金曜日　２歳児（平成19年４月２日～平成20年４月１日）

▶時間・内容

　午前９時30分～11時30分・親子活動

　午前11時30分～午後0時30分・ランチ（自由参加）

　午後0時30分～2時・育児相談　

▶申込・問合先

　社会福祉法人こころみの会風の子保育園子育て支援室

　Ｇ88-7655（午前8時30分～午後2時まで）

お
知
ら
せ

子育て支援室

健
康
福
祉

職
業
産
業
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10月・11月の健康カレンダー 保健センター Ｇ 88-5533

月日 種　目 受付時間 場　所 対　象

10/14㈭ 8か月児健診 午後 1：15 ～ 1：30 保健センター H22年1月生まれの乳児

18㈪ 健康相談 午前 10：00 ～ 11：30 保健センター

19㈫ 両親学級（2日目） 午前 9：30 ～ 9：40 保健センター 妊婦または妊婦とその夫

19㈫ ポリオ 午後 1：00 ～ 1：15 保健センター H21.11～22.1月生まれの乳幼児

20㈬ ポリオ 午後 1：00 ～ 1：15 保健センター H22年2～4月生まれの乳幼児

22㈮ 離乳食相談（後期） 午前 9：30 ～ 10：00 保健センター 生後8か月～1歳までの乳幼児

22㈮ 3歳児健診 午後 1：15 ～ 1：30 保健センター H19年9月生まれの幼児

25㈪ 健康相談 午前 10：00 ～ 11：30 保健センター

28㈭ ことばの相談 予約制 保健センター 幼児（希望者）

11/2㈫ 4か月児健診 午後 1：00 ～ 1：15 保健センター H22年7月生まれの乳児

9㈫ 両親学級（3日目） 午前 9：30 ～ 9：40 保健センター 妊婦または妊婦とその夫

9㈫ ＢＣＧ 午後 0：45 ～ 1：00 保健センター H22年7月生まれの乳児

10㈬ 2歳児歯科健診 午後 1：15 ～ 1：30 保健センター H20年10月生まれの幼児

11㈭ 8か月児健診 午後 1：15 ～ 1：30 保健センター H22年2月生まれの乳児

12㈮ 離乳食相談（前期） 午前 9：30 ～ 10：00 保健センター 生後4か月～7か月までの乳児

12㈮ 1歳6か月児健診 午後 1：15 ～ 1：30 保健センター H21年4月生まれの幼児

11 月の休日当番医 ※必ず電話してから受診してください。

◇診療時間　内科・外科／午前 9 時～午後 5 時　耳鼻科／午前 9 時～午後 1 時　歯科／午前 9 時～正午、午後 1 時～ 3 時

◇救急病院の問合先　救急テレホン Ｇ73-5699

邑楽郡（内科系） 館林市（内科系） 外科系 耳鼻科 歯科

3日
（水）

寺内医院

赤堀Ｇ88-1511

竹越医院

明和町新里Ｇ84-3137

土井レディスクリニック

（婦人科のみ）

苗木町Ｇ72-8841

堀越医院

北成島町Ｇ73-4151

最上胃腸科

館林市朝日町Ｇ74-3763

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

7日
（日）

田沼内科医院

中野Ｇ88-7522

黛泌尿器科

大泉町坂田Ｇ63-7800

多々良診療所

西高根町Ｇ72-3060

横田医院

大手町Ｇ72-0255

慶友整形外科

館林市羽附町Ｇ72-6000

板倉耳鼻

板倉町海老瀬Ｇ80-4333

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

14日
（日）

藤原医院

明野Ｇ88-7797

三浦医院

大泉町北小泉Ｇ62-2917

ごが内科

栄町Ｇ73-7587

星野こどもクリニック

（小児科のみ）

楠町Ｇ70-7200

館林医院

館林市西本町Ｇ74-2112

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

21日
（日）

みづほクリニック

大泉町西小泉Ｇ20-1122

増田医院

板倉町板倉Ｇ82-2255

森下内科医院

花山町Ｇ73-7776

長谷川クリニック

松原Ｇ80-3311

堀井乳腺外科

館林市北成島町Ｇ55-2100

川田耳鼻

館林市仲町Ｇ72-3314

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

23日
（火）

益田小児科

（小児科のみ）

大泉町朝日Ｇ62-5535

湯沢医院

大泉町西小泉Ｇ62-2209

さくま内科

花山町Ｇ55-2500

菅沼医院

大手町Ｇ72-9090

田沼整形外科

中野Ｇ88-9223

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

28日
（日）

ミツワ診療所

明和町梅原Ｇ70-3030

石山医院

板倉町岩田Ｇ82-0103

後藤内科医院

西本町Ｇ72-0134

神尾内科医院

緑町Ｇ75-1288

後藤クリニック

篠塚Ｇ70-2233

歯科保健医療センター

館林市苗木町Ｇ73-8818

TOW
N INFORMATIONORA

世帯数 09,512世帯 （＋02）

　男 14,028人 （－16）

　女 13,761人 （　00）

　計 27,789人 （－16）

内外国人 00,392人 （－06）

※９月１日現在（前月比）

人口の動き

火災発生件数    01件（006）

交通事故出動    007件（066）

急病出動    69件（398）

その他の出動    18件（135）

救急出動合計    94件（599）

※8月分（１月からの累計）

火災と救急

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告面

広告
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秋高し

▼今回の街角特派員レポートは、松本古墳をテーマに取り上

げました。街角特派員の岩松さんと一緒に取材に出掛けたり、

町の重要文化財を見たりと、取材を通して貴重な体験をする

ことができました。また、取材では文化財保護調査委員の大塚

さんを始め、多くの人たちに大変お世話になりました。本当に

ありがとうございました。▼悠久のときを経て、松本古墳から

出土した銀象嵌大刀は、町指定の重要文化財。古墳時代の時代

背景などを知るとても貴重な手掛かりです。自分の身近に、そ

んな歴史的価値のある文化財があることを、改めて知ること

ができました。まずは知ること、これが一番大切ですね。（小）
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あしもとに故郷　　　連載第二百四十五回

ひとりごと　From editors

稲穂豊かな田園
（篠塚坪谷）


